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韓　 中国朝鮮族にみる村の生活

中国朝鮮族にみ る村 の生活

　 吉林省星火村の調査報告

韓 　 景 旭*

     Village Life of Korean Chinese: 

A Social Survey of X. Village in Jilin Province

Jingshu  HAN

   The purpose of this research is to clarify the present everyday lives 

of the people of Xinghuo Village, North-East region of China. In under-

taking this research, the writer spent a total of nine months in the field on 

five separate visits between July 1992 and September 1994. 

   There are currently approximately two million Korean-Chinese liv-

ing in China. However, not withstanding the Japanese occupation of 

the Korean peninsula and the North-East regions of China, there has 

been little anthropological research by foreigners on this group. As is 

common knowledge, cultural anthropologists have long searched out dis-

tant ethnic groups, especially those isolated from modern civilization, 

looking for their own romantic/ideal past, as though primitive civiliza-

tion had continued among them. For this reason, those minority groups 

which have not been seen as so distanced from "civilization", such as the 

Korean-Chinese, have often been avoided in research. Due to this an-

thropological tradition, not only foreign researchers but also Chinese 

folk scholars and sociologists are comparatively behind in their research 

of the Korean-Chinese in comparison to that of other ethnic groups. 

   From 1940 until 1950, with Chinese foreign and civil wars, and from 

1960 through 1970, with the complicated political climate in China, there 

was a long difficult period for foreign scholars conducting research. 

However, from the beginning of 1980, with Yunnan province as the focal 

point, research on various ethnic minorities of the southern regions
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of China and Tibet has prospered. In this new climate, one wonders 

why research on a people with a population of two million has not pro-

gressed. Amongst the fifty-six ethnic groups in China, Koreans enjoy 
the highest rate of literacy and education. It is as though because 

Koreans possess clearly different qualities from "primitive people", 

research on Koreans has not been that attractive. In addition it is as 

though the interest shown by many Korean researchers in such Korean 

traditions as ancestor festivals and the Yangban culture has tacitly been 

taken to include all Koreans, even though no surveys have been con-
ducted on Korean society in China. In any case, from now on Korean 

society in China should be an object of sociological and anthropological 

survey and research. 

   Based on the current state of research on Koreans indicated above, 

this study examines the various social changes and adaptions inland 

Korean-Chinese have experienced as an immigrant minority that has mix-

ed with a variety of ethnic groups, such as the Chinese among others.

は じめに

　1.研 究 の 目的 と方法

　2.調 査地の概況

1.家 族生活の変貌

　1.生 産隊 の消滅 と 「生産責 任制」 の導

　　　入

　2.家 族三世代の行方

　3.出 稼ぎブームとある中年男性の突然死

　4.困 難時の生活保障

II.農 閑期の生活風景

　1.農 家の1日

　　a・ 川辺屯の金氏家族 の場合

　　b.北 屯の崔 氏家族の場合

　2.ハ ルモ ニ(お ば あさん)た ちの生活

　　　と老人協会

　3.娯 楽の王様一 マージ ャソ

Ⅲ.信 仰生活 の再開 とその背景

　 1,朝 鮮族 社会 におけ るキ リス ト教 の復

　　　興

　2,信 者 のインタビュー

　　a.主 執事朴氏の話

　　b.一 般信者李氏の話

　3.分 析

おわ りに

は じ め に

1.研 究 の 目的 と方 法

　現在中国には約200万 人の朝鮮族が生活 しているが,日 本が朝鮮半島や中国東北部

を占領 した時期を除けば,外 国人による朝鮮族社会の文化人類学的調査 ・研究はほと
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んどなされていない1㌔周知のように文化人類学は,長 い間辺境の諸民族社会,特 に

近代文明から隔絶された人びとのなかに夢とロマンを追求 し,い わゆる未開文化を永

遠のものとして捉え続けてきた。そのため,朝 鮮族のような文化的距離をそれほど感

じさせない少数民族の研究は回避 されがちであった。また,こ のような文化人類学の

伝統により,外 国人研究者だけでなく,中 国国内における漢族の民族学者や社会学

者2)に よる朝鮮族研究 もほかの諸民族研究に較べて相対的に立ち遅れている。

　 1940年代から50年代にかけての中国内外の戦争や,1960年 代から70年代にかけての

中国の複雑な政治情勢により,外 国人研究者にとって調査困難な時期が長年続いたこ

とは事実である。ところが1980年 代初期か ら,雲 南省を中心とする中国南部の諸民族

や,チ ベット族に関する研究は漢族研究 とともに盛んになってきている。こうした状

況のなかで,朝 鮮族は200万 の人 口を有 しなが らもその研究が遅hと して進まなかっ

たのはなぜだろうか。朝鮮族が中国56の民族のなかで最 も高い識字率と就学率を享有

していて,い わゆる 「未開民族」(primitive　peoples)と は明らかに異なる性質をもっ

ているため,朝鮮族研究 自体がそれほど魅力のあるものではなか ったのかもしれない。

また,多 くの韓国研究者が興味を示 してきた両班文化や祖先祭祀など朝鮮民族の伝統

文化に関 しては,あ えて中国の朝鮮族社会を研究しなくても,つ まり韓国研究だけで

十分カバーできると思われていたからかもしれない。いずれにせよ,中 国の朝鮮族社

会が外国人研究者による調査 ・研究の対象の1つ になるのはこれからだと思われる。

　 これに対 し,朝 鮮族自身による朝鮮族研究は比較的早い段階か ら始 まってお り,

1957年 夏に延辺大学歴史学部の教師らを中心に 「中国朝鮮族歴史調査小組」が組織さ

れ,初 めて中国朝鮮族に関する学術研究が行われた。だが1960年 代から70年代にかけ

ての文化大革命により,朝 鮮族研究は長年の間中断されてしまった。その後ようやく

研究が再開されたのは,1980年 代に入ってからのことである。 この時期の朝鮮族研究

1)　 日本植民地時代 におけ る中国東北部研 究に関す る総合文献 目録 と して,た とえばア ジア経

　済研究所編 集 ・発行 のr旧 植民地関係機 関刊行物総合 目録(満 州国 ・関東州編及び南満州鉄

道株式会社編)』【1982】があ る。そのほか,末 松保和編,東 京大学東洋文 化研究所発行の 『朝

　鮮研究文献 目録』【1972】に も,当 時の中国東北部研 究に関す る文献 目録が若干整理 されてい

　る。なお,在 満朝鮮 人に関す る詳細な調査報 告書 としては,韓 国史料研究所編 『朝鮮統治史

　料(第 一巻 間島問題)』や,r朝 鮮統治史料(第 二巻 間島出兵)』及びr朝 鮮統 治史料(第

　十巻　在外韓人)』[1971】 所 収の 「在満鮮人問題」(在奉天 日本領事館　赤塚総領事著,大 正

　十年),「 北満在住朝鮮人 ノ状況」(在 恰爾賓 日本総領事館 ・朝鮮総督府派遣員　林善十郎著,

　大正十一年),「 大正十一年中 ノ北満朝鮮人」(在 恰爾賓 日本総領事 館 ・朝鮮総督府属　林善

　十郎著,大 正十二年),「 朝鮮人 の間島 ・琿春及 同接壌地方移住に関する調査」(末 松警視著,

　大 正十五年)な どがあ る。 また牛 丸潤 亮 ・磨想編 『最近間 島事情一 附露支移住鮮 人発達

　史一 』 【1927]Yこおいても,「間島朝鮮人」 に関す る若干の調査報告がな されている。

2)社 会学的 な研究が立ち遅れているこ とに関 しては,1952年 か ら1979年3月 までの間 に中国

　の各大学 での社会学教 育が中断 されていたことが大 き く影響 していると言え る。
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といえぽ,移 民 ・開拓史や言語,文 学,芸 術,教 育,民 俗などに関するもの3)がほと

んどで,社 会学や文化人類学の立場による調査研究は極めて少なく,村 落調査や民族

誌 となれば皆無に近い。

　 1990年代に入ってから,朝 鮮族i研究は大きく前進した。1993年 から延辺大学東北ア

ジア政治研究所では,年 に一巻ずつ朝鮮族に関する近年の研究成果を収録 した総合的

な学術論文集を出版するようになり,第 一巻 目のr当 代中国朝鮮族研究①』4)Y'`は,

朝鮮族に関する政治,経 済,教 育,宗 教,風 俗習慣,言 語などに関する16篇の論文と

資料が収録されている。だが,収 録されている論文のほとんどは 「延辺朝鮮族」のみ

を研究対象 としたものであ り,延 辺朝鮮族 自治州以外の地域において,漢 族と混住 し

ている内地朝鮮族(筆者 はこれを 「延辺朝鮮族」とは区別するために 「内地朝鮮族」

と呼んでいる)に 関する研究はほとんどなされていない。

　筆者は1992年 からこれまでに,「 移住少数民族」(immigrant　 minorities)で あり,

なおかつ漢族など異民族と入 り交 じって生活する 「混住少数民族」である内地朝鮮族

が,い かにさまざまな社会変動を体験 しながらホス ト社会に適応 してきたかについて

調査を重ねてきた。それらの調査を踏まえつつ本稿では,中 国吉林省永吉県の一朝鮮

族村落における生活の実態の一部を明らかにし,内 地朝鮮族の研究に一つの手がか り

を提供 したい。

　 本稿は 「は じめに」 と 「おわ りに」のほかに3つ の章から構成されている。第1章

「家族生活の変貌」では,1949年 に中華人民共和国が成立する頃から今日に至るまで

の生業組織の変遷と1983年に実施された 「生産責任制」について記述し,そ の間にお

ける家族三世代の居住地や職業の変化,及 び 「生産責任制」が実施されてから急増 し

た出稼ぎについて報告する。第五章 「農閑期の生活風景」では,「生産責任制」以降

に現れた9ケ 月にも及ぶ長い農閑期5)に おける村び とたちの暮らしぶ りをスケッチ

し,集 団農業のシンボルであった生産隊組織が解体した後に再組織された数少ない社

会組織の1つ である 「老人協会」について記述する。第皿章 「信仰生活の再開とその

背景」では,1970年 代末から朝鮮族社会に再び現れたキ リス ト教信仰について若干の

3)た とえば歴史 に関す る研究 としては朴昌呈等[1986],教 育に関す る研究 としては朴奎燦等

　 [1991】,文学や芸術に関す る研究 としては趙成 日等 【1982】や任範松 等 【1989],民俗 に関す る

　研究 としては鄭吉雲[1982]を 挙げ ることができる。
4)詳 し くは金東和 ・金承哲等[1993]を 参 照せ よ。

5)　 1983年 に集団農業か ら請負制農業(「 生産責任制」)に 移行 して以来,農 業におけ る生産性

　は著 し く向上 し,星 火村 では年間 の実質就 労時間が3ケ 月 までに短縮 して しまった。一時的

　 な現象ではあ るが,筆 者が調査地を訪れた頃の村 民の最大 の課題は,如 何に して9ケ 月 もあ

　 る暇を消化するか であ った。
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考察を行 う。

　研究方法として,1992年7月 から1995年9.月 までの間に,6回 に分けて計10ケ 月余

りの実地調査を行い,筆者が朝鮮族であ り現地語には完全に通じていた利点を生かし,

聞き取 り調査の方法を最大限に活用した。ただ,筆 者の都合により,大 学の休み期間

とほぼ一致する1,2,3月 と7,8,9月 にしか調査地を訪れることができなかっ

たことは,民族誌学的な調査を行うにあったて些か不利であったと言わざるを得ない。

だが筆者は同一地域の朝鮮族 として,対 象文化には初めから通 じていたため,調 査期

間の不足による落ち度は避けられたように思っている。それに,研 究の目的ではなか

ったが今か ら約10年 前(1981-1984)に,3年 間にわたって合計10数 回も友人宅を訪

ねて調査地に足を踏み入れていた経験は,短 い調査期間でなされた本研究を補てん し

てくれている。

　 ところで,調 査者が対象文化に精通 していることはフィール ドワークに有利である

と同時に,ま た自明なものとして看過 して しまう事柄が多いため,場 合によってそれ

が不利な要素になることもある。そこで筆者は,調 査結果をそのつど周囲の日本人研

究者たちに報告することで問題克服に努めた。また調査にあたっては,近 年の中国社

会は農村を含めて急激な社会変動期にあるため,調 査と同時進行の社会変化に徹底的

に注目して毎回の調査に臨んだ(詳 しくは 「おわ りに」を参照)。

　 調査が一段落 した今に思えぽ,筆 者は対象社会について以前から比較的詳しかった

にも拘わらず,現 地生活に溶け込むまでにはさまざまな努力を必要 とした。現地生活

に溶け込むことは,具 体的には現地の人びととの付き合いによって実現されるもので

ある。ここでいう 「付き合い」とは,現 地の人びとと一緒にたむろしながら 「無駄」

な時間を過ごすことであ り,ま た調査者が調査地の人びとに対 して後述するような

サービスを行うことである。

　 調査地の人びとに対するサービスには,金 銭的なものと情報提供の形をとるものが

含まれる。金銭的なサービスとは,子 どもたちにアイスキャンデーを買ってやった り,

訪問宅にプレゼソトを持参 した り,村びとのために大量の写真撮影を無料で行った り,

現地で知 り合い親しくな りかけた人たちを料理屋に招待 した り,貧 しい家の患者の医

療費を分担 した り,ま たは村びとの誕生日などに他人よりぶ厚い現金袋を渡した りす

るなどの行為によって具現 される。そして情報提供とは,現 地の人たちから受けるあ

らゆる質問に快 く応え,情 報交換におけるバランス をとることである。これらのサー

ビスのほかにも,ご く単純なことではあるが,筆 者は子どもたちが喜ぶ ような玩具や

使用済みのテレホンカー ド及び手品道具などを日本から持参 し,細 かいところで村び
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とを楽 しませることを怠らなかった。

　上に挙げた一連のサービスのほかにも,付 き合いにはさまざまな技術が必要である

ことは言 うまでもない。現地入 りを果たし,最 初のインフォーマントとの用事をひと

通 り済ませたあと,早 いうちに村の長老格や村長などの幹部の家を訪問することは,

次回の調査を有利に進めるに当たって欠かせないことだとわかった。また,例 外な く

すべての家庭を訪問する世帯調査の場合は別とし,ほ かの目的で一般の村びとの家を

訪れることは,付 き合いのバランス を崩す恐れがあるため特に注意を必要 とした。言

うなれば,最 初に知 り合った人や同年代の人,村 長など村の有力者,皆 の威信を集め

ている人などの家にはある程度頻繁に出入 りしてもよいが,そ れなりの理由もなく,

ただ道端で食事に呼ぽれたからといって気軽について行ってしまうと,後 にほかの村

びとから妬まれる場合があるのだ。

　調査者が現地の人びとに無視された りして惨めな気持ちにならないために,そ して

長期にわたって現地の人びとと上手に付き合 っていくためには,少 なくとも上に述べ

たような事項にまず気を配る必要があることを,筆 者は最終的に認識するにいたった

のである。

2.調 査地の概況

　朝鮮族は中国の東北三省において人 口の最も多い少数民族の1つ である。かれ らの

大部分は未だに伝統的な稲作農業に従事 してお り,広 大な河川流域の農村地帯に集落

をなして暮らしている。集落の基本単位である 「屯」は,単 一民族によって構成 され

る場合もあれば,ま た複数民族によって構成される場合もある。だが行政村について

は,基 本的に民族別な編成がなされている。

　調査地の星火村は,吉 林省永吉県樺皮廠鎮に属する朝鮮族行政村であ り,川 辺屯 ・

北屯 ・東屯の3つ の部落(い ずれも仮名)か ら構成されている。

　永吉県は,24の 郷(元 人民公社)・ 鎮(行 政的に郷 と同格)に より構成され,樺 皮

廠鎮はそのうちの1つ である。樺皮廠鎮はまた,2つ の朝鮮族行政村(星 火村はその

うちの1つ)を 含む26の行政村(う ち,漢 族部落が53,朝 鮮族部落が13)を 管轄 して

いる。

　永吉県には,1985年 の時点で約43,000人(全 人口の約5.8%)の 朝鮮族が居住 して

お り【樺i皮廠鎮誌編纂委員会　 1986:1231,県 内には多数の朝鮮族学校(う ち,高 等学

校が4つ)が ある。星火村内には,朝 鮮語だけで教育を行 う小学校が北屯内に設置 さ

れてお りr星 火村内の子供たちの大部分はそこに通学している。卒業後に付近の漢族
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中学校へ進学する者はほんの数パーセン トで,県 内もしくは吉林市の朝鮮族中学 ・高

校に進学する者が大部分であると星火村長は語 ってくれた。

　樺皮廠鎮センター6)は,吉 林市の西北端から約35km離iれ た地にあ り,長 春一図

門線鉄道と長春一吉林間の省道が北屯のす ぐ側を通 っている。北屯の側にある樺皮廠

鉄道駅から各周辺部落や樺皮廠鎮センターまでは,数 年前からロバやラバ,馬 などが

引くポロ付きの 「ロバタク」が毎日,朝 から夕方 まで汽車のダイヤに合わせて行き来

している。

　星火村における朝鮮族の総人口は約800人(約200世 帯)で,そ の うち川辺屯の人口

は漢族を含めて302人(70世 帯,う ち漢族が5世 帯)で ある。北屯は約80世 帯の朝鮮

族 と約200世 帯の漢族とから構成され,東 屯は朝鮮族(約50世 帯)の みで構成されて

いる。なお漢族は,北屯 と川辺屯において朝鮮族 と混住してお り,行政的には別の「村」

に属 している。

　 1992年7月 にアンケー トと面接調査を行った川辺屯70世帯の人口を世代別にみると,

20代 の人口が67人 と最も多 く,60才 以上の人 口はわずか25人 で全体の6.6%を 占める

のみである。70才 以上の人口では女性が7人(う ち,漢 族が2人)で,男 性はわずか

3人(う ち,漢 族が1人)で ある。10才 未満の子供は38人 で,10代 や20代 の人口より

少ないのは,こ こ10年余 りの政府による 「1人 っ子政策」が確実に功を奏 しているこ

とを示 している。

　 1世 帯当た りの家族成員数では4人 家族(26世 帯)が 最 も多 く,1世 帯当た りの平

均人数が約4.3人 となっている。近年,1世 帯当た りの平均人数が減 ってきたとはい

え,1992年7月 の調査時点で9人 家族がなおも2世 帯あった。

　結婚年齢別人 口では満20才 から25才 の間で結婚 した者が最 も多 く,全 結婚者数の

75%以 上を占めている。初婚年齢の下限は女性が15才 で男性が18才 となってお り,上

限は女性が30才 で男性が36才 となっている。なお10代 で結婚 した者は,全 員が解放

(1949年)前 に結婚 している。

　離婚について調べた結果,既 婚者数150人 の うち,離 婚もしくは再婚を経験 した者

は漢族女性に1人 あるのみであった。夫の飲酒やギャソブルなどで夫婦喧嘩が多いに

も拘わらず,同屯の朝鮮族の間で離婚者や再婚者が皆無であることは,朝鮮族農民が今

もなお離婚を人生における最大の失敗 もしくは恥の1つ だと考えているからである。

　学歴別の人口では,小 学校を卒業 もしくは中退した者が55人(う ち,「満州国」時

6)鎮 セ ンターとは鎮政府 の所在地 であ り,商 工業の中心 地で もある。 なお樺皮廠鎮 セ ンター

　 は,川 辺屯か ら約1.5km離 れてい る。
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代の 日本人小学校に通ったことのある者が3人),中 学校を卒業もしくは中退 した者

が137人,高 校を卒業 もしくは中退 した者が43人,中 専(2年 制大学)を 卒業 した者

が6人,大 学卒業者が2人(う ち,現 役1人),無 学歴者が18人 となっている。

　朝鮮半島から中国東北部に移住 した移民一世の渡来年を面接調査で調べた結果,

1910年代に2世 帯,20年 代に8世 帯,30年 代に21世帯,そ して40年代に23世帯 と最も

多いことがわかった。また,今 日の川辺屯の住民が同屯に定着した年代はそれぞれ違

ってお り,大 部分は1950年 代から70年代にかけ,他 屯から移住してきた者である。

　漢族5世 帯のうち,1世 帯だけが1910年 代からずっと川辺屯に居住 しており,残 り

の4世 帯はいずれも1980年 代以降に入屯 した人たちである。上記5世 帯のうち,1世

帯だけが今でも農業に従事 してお り,残 りの4世 帯は川辺屯近くの樺皮廠鎮セソター

にある工場に通勤 している。本人たちの話では,家 賃や土地代が安いなどの理由から,

住居だけを川辺屯に構えているとのことであった。

　川辺屯70世帯(漢 族5世 帯を含む)を 戸籍別に分類すると,家 族員の誰かが星火村

の戸籍をもっているのが60世帯,そ の うち,「農戸」つまり家族全員が農村の戸籍を

もっているのが53世 帯,「半農戸」つまり家族員の誰かが都布の戸籍をもっているの

が7世 帯あった。そのほか,付 近の漢族村の戸籍をもっているのが3世 帯,他 県の朝

鮮族村の戸籍をもちながら川辺屯に臨時的に居住している朝鮮族が3世 帯,川 辺屯に

居住 しながら都市の戸籍をもっているいわゆる 「非農戸」が4世 帯あった。

　調査地の選定には,対 象村の規模や性格よりもむしろそこにコネクショソをもって

いること,つ まり調査をより効果的に進め得る条件が最優先されたが,星 火村は経済

発展の度合などからして,ご くあ りふれた朝鮮族行政村の1つ である。

1.家 族生活 の変貌

1.生 産隊の消滅 と 「生産責任制」の導入

　朝鮮族が今日の樺皮廠鎮内に居住していたことに関す る最古の記録は,1929年(中

華民国18年)ま でに遡る。当時樺皮廠一帯には,移 住外国人 として34世帯(215人)

の朝鮮人と3世 帯(6人)の 日本人が居住 していた。 これ らの朝鮮人の大部分は,今

日の延辺地区から移住 してきた人たちで,当 時の川辺屯一帯には朝鮮人が1人 も住ん

でいなかった 【樺皮廠鎮誌編纂委員会　 1986:42】。

　1931年(昭 和6年)の 「九 ・一八」事変(満 州事変)勃 発以来,日 本軍は中国東北
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部を占領支配 し,日 本人は数年の間に今日の樺皮廠鎮センター付近に3つ の工場7)を

建設した。当時,今 日の吉林市内に住んでいた安基元とい う朝鮮人が,現 在の樺皮廠

鎮センターの東外れにある川辺屯にやって来て広大な泥炭地を購入 し,当 屯初の朝鮮

人地主となった。

　 1933年,朝 鮮半島の江原道に住んでいた金氏家族 とほかの朝鮮人二家族が川辺屯に

移住 し,安 氏の小作農として働きは じめた。 こうして川辺屯には初めて朝鮮人が定住

するようにな り,後 に北屯や東屯にも及んだのである。

　当時の川辺屯に約10世 帯ほどあった漢族8)は,次 々と入植する朝鮮人に対して農地

を貸与 し,そ れによって同地域では初めて水田耕作が行われるようになった。それま

でに稲作を経験 したことのない地元の漢族は,自 分たちの畑が絶えず浸水 していくの

を目の当たりにし,当 初は非常に当惑 したとい う。だが,や がてかれらは水稲の米の

美味しさを知 り,ますます積極的に自分たちの畑を朝鮮人に貸し付けるようになった。

漢族が朝鮮人の家に招かれて食事をすると,茶 碗で7,8杯 のご飯をおかずもなしに

奇麗に食べてしまったというほどだから,当 時の漢族にとって,白 い飯が如何に美味

しいものであったかが想像できる。こうして漢族の畑は次第に水田と化し,朝 鮮人の

戸数も着実に増えていった。

　米の美味しさには惹かれた ものの,漢 族が稲作技術を習熟するまでには相当長い年

月を必要とした。春や秋頃の川水のまだ冷たい季節に,朝 鮮人が素足で田圃のなかで

働いているのをみて,漢 族農民は 「足が冷た くないのか」といつも不思議そ うに聞い

ていた という。結局,周 辺地域の漢族が本格的に稲作農業に従事するようになったの

は今か らやっと20年前のことである。ちなみに今日における漢族の稲作技術は,朝 鮮

族のそれ と全 く変わらないほどに向上 している。

　 1945年 に日本軍が中国本土から撤退 しは じめてから,川 辺屯の朝鮮人も漢族の報復

行為を恐れて一時的に各地へ退散 した。 とい うのは,日 本占領下にあった中国では日

本人が 「一等公民」,朝鮮人が 「二等公民」,そ して中国人は 「三等公民」 として順位

づけられ,朝 鮮人は日本人の庇護下に置かれながら日本人に協力したからである。そ

のことにより,1945年 から1949年の間,つ まり国民党軍が活躍 していた時期において,

数多 くの朝鮮人が漢族によって殺害奪掠 された と言われている。

　　中華人民共和国が成立する一年前の1948年 に,中 国東北部では共産党や人民解放

7)　 3つ の工場 とは豆桔株式会社,樺 皮廠精米所,満 州東 洋紡績株式会社のことである。

8)　 1930年 代初期 まで川辺屯 には,約10世 帯の漢 族のみが居住 してい たと最初の朝鮮族移住者

　 は語 って くれた。
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軍による土地改革が行われた。具体的には地主から土地や家屋敷,生 産用具等を強制

的に取 りあげ,小 作農を中心 とする貧しい農民たちに分配 した。ところが,各 家庭に

おける労働力や分配された生産用具の不均衡により,一 家だけの力では正常な生産活

動が行えない家も多 く存在 した。そこで登場 したのが 「互助組」とい う相互扶助組織

であり,田 植えや刈 り入れ,穀 物の運搬などの生産活動を,数 戸の農家からなる 「互

助組」の力で成 し遂げた。

　 1953年頃から,中 国の農村では大規模な農業協同化が進められ,ま ずは半社会主i義

的な性格をもつ集団経済組織の 「初級社」(「初級農業生産合作社」)9)が 組織された。

同組織に加入するか否かは名目上は各人の自由意志によるものとされたが,政 府機関

の宣伝や説得により,数 年後にはほとんどの農家が これに加入した。

　 1956年頃には,土 地やそのほかの主な生産手段をすべて共有制にする「高級社」(「高

級農業生産合作社」)10)が 組織 され,農 業生産における協同化 ・集団化の レベルは一

段と引き上げられた。星火村ではまず 「互助組」が 「初級社」に改編され,「初級社」

はその後 「生産隊」に変身していった1死 このように労働力や生産手段および資本を

1ケ 所に集中させることにより,星 火村における農業の生産性は以前に比べて大きく

向上した。

　 ところが,こ のような初級 レベルでの集団化の基礎がまだ しっか り固定 していない

1958年頃に全国各地で人民公社12)化が進められ,協 同化のレベルはさらに引き上げ

られた。農業生産の協同化 ・集団化が進むにつれ,そ れまでに盛んだった農家の副業

(莚編みや養豚など)は 一切禁止され,家 庭単位で生産活動を行 うことを資本主義的

なや り方と見倣 して徹底的に排除 した。一方,消 費生活の面では絶対平等主義的な配

給制が適用され,一 時は生産隊の全員が無料で食事のできる 「全民食堂」が開設され

るほどであった。そのほかにも,人 民公社化による物資の無償徴発や農民個人の利益

9)　 「初級社」は,農 業協 同化の過程 でつ くられた半社会主義的な性格 を もつ集 団経済組織で

　 ある。一般に20～40世 帯か ら構成 され,後 に再編 され る 「生産隊」の基礎 となる。各家庭か

　 らは土地や役畜,馬 車 などをそれぞれ出資 し,経 営は統一 して行い,集 団で働 き,労 働 と出

　 資Y'`応じて報酬を受 けた。 なお この段階では,土 地やそのほかの主な生産手段 の所有権 は各

　 個人 にあ るものとされた。

10)　 「高級社」は,農 業 の集 団化過程でつ くられた社会主義的 な性格を もつ集団経済組織 であ

　 る。一般に3～10の 「初級社」か ら構成 され,後 に再編 され る 「生産大 隊」 の基礎 となる。

　 この段階 では,土 地や役畜,大 型農具な どは集 団が一定の値段で買い取 り,所 有権 は集 団に

　 あるもの とされ,報 酬は労働に応 じて分配 され た。

11)1983年 に川辺屯 では,国 の政策 に したがい 「生産隊」を 「社」 に改名 した。

12)　 「人民公社」は,1958年 頃に 「高級農業生産合作社」約10社 が連合 して生まれた 行政 と経

　 済が一体化 した組織 であ る。当時その数は全国に約54,000あ った。 なお1公 社 あた りの平均

　 世帯数は3,000あ ま りで,後 に再編 され る 「郷」 の規模に相当 した。
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の侵害 といった事件 も多発 した。その結果農民の労働意欲は低下し,1950年 代末から

1960年代初期にかけての,農 業生産における大幅な損失を招いた。

　1960年代初期からは過去の間違った政策に対する手直しが行われ,人 民公社の高す

ぎた協同化のレベルを再び引き下げることになった。具体的には生産と分配をめぐっ

て人民公社は生産大隊を管理 し,生 産大隊はさらにその下の生産隊を管理するといっ

た,い わゆる 「三級所有」制が導入され,人 民公社の代わ りに,よ り規模の小さい生

産隊を基本採算単位 とする体制を整えた13)。この改革により,盲目的かつ急進的な「左」

寄 りの誤 りが完全に払拭されたわけではなかったが,そ れでも 「三級所有」のシステ

ムは,比 較的に当時の農村の実情に即 していたため,農 業生産は着実に好転した。

　だが,そ のような好調期も長 くは続かなかった。1966年から中国全土で始まった「文

化大革命」により,「左」寄 りの誤 りが再び深刻化 し,農 業生産の発展は再び停滞し

た。食糧不足で糠まで食べるようになったこの時期において,各 朝鮮族村では再び鑓

編みや養豚などの家庭内副業が復活し,1970年 代にはかつてない副業の全盛期を迎え

た。

　1978年12月,登 β小平の指導の下に北京で開催された中国共産党の 「第十一届三中全

会」は,中 国の歴史における重要な転換点となった。総会開催中とその後に 「農業発

展の加速化に関する決定」がなされ,「 農業生産責任制」14)の強化や整備を謀 り,農

村における多角経営を積極的に発展させる政策 と措置が定められた。そのほかにもま

た 「農村活動会議記録要綱」などの重要文章が発表され,農 業生産の発展が遅すぎる

13)川 辺屯の農民は第2と 第5生 産隊に編成 され,吉 林省永吉県樺 廠人民公社星 火生産大隊 の

　 管轄下に置 かれ た。なお同生産大隊は第1,第2,第3,第4,第5生 産隊に よ り構成 され,

　 第1と 第3生 産 隊は北屯 に,第2と 第5生 産 隊は川辺屯 に,第4生 産 隊は東屯 にそれ ぞれ設

　 置 された。

14)　 「生産責任制」は,生 産 隊 と農民 との間で生産請 負契約 を結び,双 方の権利 や責任,利 益

　 などを規定 し,期 限通 りに契約を履 行す るとい う生産 システムであ る。その基本的な特徴は,

　 一 に分散的経営を実施 してい ること,二 に生産高に応 じて報酬を計算することであ る。

　　 請負契約は,個 人単位 もしくは世帯単位で もよく,ま た数人が 自由意志に基づいて作 った

　 グループでもよい とされている。 なお請負の規模は,作 物 の違 いや技術 レベルな どに応 じて

　 決め られる。農民たちには世 帯(家 族)単 位の経営の伝統や経験が あるため,世 帯単 位の請

　 負形態 が最 も多 く見受け られ る。契 約時 には,一 般に請負者 がどれ だけ の農地や生産 量を請

　 け負い,生 産隊が どの よ うな条件 を提供 し,か つ生産物を どの ように分配す るかな どが話 し

　 合われる。

　　 請け負 った農地における生産活動は,す べて農民の 自主裁量 と計画に よって行われ るため,

　 生産隊長が生産 の指揮を と り,労 働時間 ・量 に よって報酬を計算す る といった過去のや り方

　 に比べて大変大 きな変革 といえる。

　　 報酬を計算する方法 はさまざまだが,典 型 的なのはやは り農民が農業生産を全面的 に請け

　 負い,年 間収入か ら農業税や供 出食糧を納め,さ らに公共積立金 と共益金 を差 し引 き,そ の

　 余剰を個人の もの とす る とい うや り方である。 これ には責任がは っき りしてお り,手 続 も簡

　 単で,た くさん働 けぽ収入 もそれ だけ増え る点が歓迎 されている。
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などの指摘がなされた。

　以上のような新 しい農業政策により,労 働成果の分配では悪平等が克服され,農 民

は以前よりはるかに強い労働意欲を示す ようになった。また農村経済は総合的な発展

を 目指 し,食 糧生産だけでなく,工 業や商業,養 殖業なども重視されるようになった。

　 1982年12月,「 第五期全国人民代表大会第五次会議」において採択された新憲法に

より,政 経一致の人民公社制度はついに廃止された。その翌年星火村では,集 団農業

の象徴であ り,か つ農民にとって最も身近な自治組織であった 「生産隊」がついに消

滅 した。それにより,従 来の厳しい集中管理方式の代わ りに分散的経営方式の 「生産

責任制」が採用され,国 家が所有し,生 産隊が実質的に運営,管 理 してきた土地など

の主な生産手段は,期 限(15年)や 納税(収 穫量の2割)な どの条件付 きで各農家に

貸与 された。そして,「 自留地」 と呼ぼれる水稲以外の穀物や野菜類を栽培する小量

の畑や,「 口糧田」15)と呼ぽれる一部の田圃は納税の対象から外された。農民が自主

的に開墾 した耕地に対 しては,3年 間にわたって納税の対象から外 し,自 主的に植林

して得た木材に関しても自由販売を認めるなどの優遇策を設け,農 民の労働意欲を大

きく掻き立てた。

　星火村長の話によれば,星 火村の現有水田面積は約2,000ム ー(1ム ー=1,000m2)

である。これには,1949年 以降に国から割 り当てられた耕地のほかに,自 主的に周辺

の荒地を開墾して新たに増やした自主開墾の耕地も含まれる。新たに増や した約4割

の耕地については,政 府に報告せず隠蔽 しているとい う意味で 「黒地」(ヘ イ

ティ)16)と 呼び,納 税の対象から外されている。なお朝鮮族農民たちの話では,周

辺の漢族村には星火村より隠しもっている 「黒地」が遙かに多いという。また,朝 鮮

族農民が自主的に耕地を増や してきたとはいえ,人 口の増加速度が耕地拡大の速度を

遙かに上回っていたため,星 火村における1人 当た りの耕地面積は実質的に減少の一

途を辿ってきたと村長は語っている。

　 「生産責任制」が実施されて以来,農 業生産は基本的に家族単位で行われるように

なったが,そ れでも農民たちは過去の経験に基づき,と きには村政府が個hの 農家を

15)　 「口糧 田」は,家 族1年 分 の米 が生産 できる最小限の水田(漢 族 の場合は旱田を含む)で

　 あ り,一 般的に各家庭 が所有 している全水 田面積の約3分 の1を 占め る。 これに対 して,納

　 税 の対象 とな る水 田のことを 「責任田」 と呼び,1ム ー(1,000m2)毎 に約350　kgの 籾を供

　 出糧食 として,通 常 よ り安い値段で国家 に販売 しなけれぽならない。
16)村 周辺の荒地はすべて国有 であるが,集 団農業時代において村 び とが共同で開墾 した耕地

　 につ いては,村 の共有 耕地(「 黒地」)と して国家が黙認 している。 なお,個 人が 自主的に鉄

　 道沿 いや山麓な どに点hと 開墾 した小規模 の耕地の ことについては 「小片地」 と言 い,こ れ

　 もまた国家に よってある程度認め られてきた。
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組織 し,一 農家だけの力では解決しがたい問題,た とえぽ農業基本建設や社会福祉事

業,防 災事業,農 作物における品種改良などの問題に対処 してきた。ところが,そ れ

ぞれの農家の実情により,実 際には上のような協同作業が必ず しもうまく進んでいな

いのが現状である。

　たとえぽ 「生産責任制」が実施されてか らも,農 民が地域の道路工事や水利事業な

どに協力することは義務付けられている。 ところが近年は,都 市や外国へ出稼 ぎに行

った者が多いだけでなく,農 業そのものを放棄 して しまった者も多い。諸工事に必要

な人手を集めることが困難になっているほか,農 地の荒廃まで進むようになった。

　北屯を例にみると,数 年前の水不足をきっかけに約200ム ーの水田が一度に荒廃 し

てしまった。鎮政府の役人が視察に来て,そ れ らの農地からはもはや何の穀物 もとれ

ないことを認め,荒 廃した土地を納税の対象から外 して くれた。その後一部の農民た

ちが,干 上がった水田に大豆など油料作物を試作 したが,地 勢が低いため,雨 水が急

に流れ込んだ りして結局は失敗 した。

　北屯の農業はすでに崩壊する寸前にまで来ている。1991年 に鎮政府から12万元の救

援金が支給され,地 下水を汲み上げる工事が行われたが,結 局は一滴の水も汲めず,

井戸掘 り工事はとうとう失敗に終わった。1992年 の質問調査では,翌 年も農業を続け

ると答えた世帯が全体の25%に も満たなかった。 ここ数年は,政 府からの救済糧とし

て玉蜀黍が支給されているが,「何十年にわたって真っ白な米だけを国に捧げ続けて

きたのに,い ざとなったら,わ れわれに玉蜀黍しか くれないのか」 と,現 地の朝鮮族

農民たちは怒 りをぶつけていた。

　生産隊がまだ存在 した集団農業時代には,行 政兼生産組織 としての生産隊(隊 長,

副隊長,婦 女隊長,会 計,出 納係などの役員から構成される)の ほかに,自 律的な社

会組織 として 「婦女会」や 「青年団」,「読報組」(今 日の 「老人協会」に相当)な ど

があった。「婦女会」では,し ぽ しぽ中年の女性が中心メソバーとな り,田 植えや刈

り入れが終わった頃や 「名節」などの日に集まって酒を飲んだ り,踊 った り,歌 った

りしたものである。そして若者の組織であった 「青年団」もまた,定 期的に集 まって

スポーツなどさまざまな文化行事を行ってきた。

　 ところが生産隊の解体とともに,年 寄 りの娯楽組織である 「老人協会」(詳 しくは

第皿章2節 を参照)を 除 くそのほかの組織はすべて消滅 した。現在では,か つての互

助組織に代わるものとして,マ ージャソ仲間などの小グループや親戚17)ネ ットワー

17)朝 鮮族 は,韓 国で父系同族を指す 「門中」 とい う言葉 こそ知 らない ものの,「一家」(イ ル

　 ガ ・チバ ソ)や 「親戚」 などの言葉を用いて父 系親族 のつ なが りを強調 してい る点では今 日/
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クが若干機能 しているのみである。仲間や親戚(姻 戚を含む)同 士が親近感をもって

互いに助け合 うのは,主 に赤ん坊の満1才 誕生祝いのときや若者の結婚式,年 寄 りの

誕生日,葬式および家屋の修築などのときである。日頃から仲よく付き合っているマー

ジャン仲間のほとんどは同村に住んでいるが,親 戚関係にある者に関 しては遠 く他県

に住んでいる場合も多い。結婚式や年寄 りの誕生 日などには,親 戚に協力するために

遙 々と汽車に乗って応援に駆け付ける。

2.家 族三世代 の行方

　上に述べた農業生産様式の変遷は,各世代の生業構造にもさまざまな影響を与えた。

そこで本節では,北 屯における家族三世代の現住地や職業に関する面接調査(1994年

8月)の データを基に,職 業の世代内及び世代間移動の現状を分析 してみたいis)0

　筆者は調査対象を選定する際に,対 象を第一世代が長男(幼 児期に死亡 した場合は

次男)で ある世帯だけに絞った。なお北屯には,長 男が第一世代である世帯が全部で

7世 帯あった。ほかの世帯を避けた主な理由は,第 一世代がまだ比較的若いため,孫

世代が形成されていなかった り,ま たは幼な過ぎたからである。

　なお調査内容には,次 の3項 目が含まれている。

A.第 一世代:第 一世代(長 男)の キ ョウダイの現住地と現状況。

B.第 二世代:第 一世代(長 男)の 子女の現住地と現状況。

C.第 三世代:第 一世代(長 男)の 長孫キ ョウダイ(長 子の子どもたち)の 現住地

　　 と現状況。

　 (1)姜 氏家族

A.第 一世代

　 1)長 男(57才)

　　　現住地:永 吉県樺皮廠鎮星火村。

　　　現状況:北 屯内でサイダー工場を経営。

　 2)次 男(49才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産のかたわら,養 魚池を経営。

　 3)長 女(43才)

＼ の韓 国と同 じである。

18)　 プ ライバ シーの保護 のため,こ こでは家族員の名前 をすべ て省略 した。
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　　　現住地:樺 皮鎮新勝村(朝 鮮族行

　　　　　　　政村,婚 出)。

　　　現状況:農 業生産のかたわら,長

　　　　　　　兄とともに養魚池を経営。

　 4)三 男(34才)

　　　現住地:遼 寧省藩陽市。

　　　現状況:朝 鮮料理屋を経営。

　 5)次 女(29才)

　　　現住地:吉 林省長春市(婚 出)。

　　　現状況:某 国営企業に勤務。

B.第 二世代

　 1)長 男(28才)

　　　現住地:星 火村。

図1　 姜氏家族

　　　現状況:鎮 センターで個人タクシー(1985年 式の日産ブルーバー ド)を 運転。

　 2)次 男(25才)

　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:個 人タクシー(ポ ーランド製乗用車)を 運転。

　 3)三 男(22才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:未 婚,農 業生産のかたわら,父 親とともに養魚池を経営。

C.第 三世代

　 1)長 男(4才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:在 宅。

　 (2)金(a)氏 家族

A.第 一世代

　 1)長 男(62才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:鎮 セソターの某朝鮮料理屋で従業員として勤務。

　 2)次 男(58才)

　　　現住地:星 火村。
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　　　現状況:農 業生産のかたわら,

　　　　　　　北屯で冷麺加工工場を

　　　　　　　経営。

　 3)三 男(55才)

　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:某 冶金研究所で技術研

　　　　　　　究員として勤務。

　 4)四 男(50才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産のかたわ ら,

　　　　　　　 トラックを運転。

B.第 二世代

　 1)長 女(42才)

　　　現住地:吉 林市(婚 出)。

　　　現状況:某 国営企業に勤務。

　 2)長 男(37才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 3)次 女(34才)

図2　 金(a)氏 家族

　　　現住地:永 吉県河湾子鎮の某朝鮮族村(婚 出)。

　　　現状況 二農業生産に従事。

C.第 三世代

　 1)長 女(11才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:星 火村朝鮮族小学校(3年)に 通学。

　 (3)朴 氏家族

A.第 一世代

　 1)長 女(70才)

　　　現住地:韓 国全羅南道(生 涯を通 して朝鮮半島に居住)。

　　　現状況:在 宅。

　 2)長 男(68才)
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　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 3)次 男(66才)

　　　現住地:遼 寧省藩陽市。

　　　現状況:キ ムチを製造 ・販売

　　　　　　　 (出稼ぎ,行 商)。

　 4)次 女(61才 時に死亡)

　　　原住地:星 火村。

B.第 二世代

　 1)長 男(47才 時に死亡)

　　　 原住地:星 火村。

　 2)長 女(43才)

　　　 現住地:永 吉県双河鎮朝鮮族村

　　　　　　　　(婚出)。

　　　 現状況:農 業生産に従事。

　 3)次 男(41才)

図3　 朴氏家族

　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:某 国営企業で トラックを運転。

　 4)三 男(37才)

　　　現住地:黒 龍江省チチハル市。

　　　現状況:某 国営企業で トラックを運転。

　 5)次 女(32才)

　　　現住地:吉 林省鮫河県の某朝鮮族村(婚 出)。

　　　現状況:農 業生産に従事。

C.第 三世代

　 1)長 男(23才)

　　　現住地:広 東省広州市。

　　　現状況:某 韓国系企業で通訳を担当(出 稼ぎ)。

　 2)長 女(20才)

　　　現住地:遼 寧省渚陽市。

　　　現状況:某 朝鮮料理屋で従業員として勤務(出 稼ぎ)。

　 3)次 女(18才)
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現住地:吉 林省永吉県江密蜂鎮(学 校の寮)。

現状況:鎮 立朝鮮族高等学校(2年)で 勉強中。

　 (4)李(a)氏 家族

A.第 一世代

　 1)長 男(75才)

　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:某 国営工場でガー ドマンとして勤務。

　 2)次 男(73才)

　　　現住地:韓 国慶尚南道(韓 国に居住)。

　　　現状況:在 宅。

B.第 二世代

　 1)長 女(48才)

　　　現住地:吉 林市(婚 出)。

　　　現状況:小 さな個人企業を経営。

　 2)長 男(45才)

　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:某 電熱供給会社に勤務。

　 3)次 男(42才)

図4李(a)氏 家族
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　　　現住地:吉 林市。

　　　現状況:某 運輸会社で倉庫の管理員 として勤務。

　 4)三 男(40才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 5)次 女(38才)

　　　現住地:永 吉県河湾子鎮某朝鮮族村(婚 出)。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 6)四 男(35才)

　　　現住地:遼 寧省藩陽市。

　　　現状況:朝 鮮料理屋を経営(出 稼ぎ,自 営業)。

　 7)三 女(33才)

　　　現住地:永 吉県西陽郷某朝鮮族村(婚 出)。

　　　現状況:農 業生産に従事。

C.第 三世代

　 1)長 男(11才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:星 火村朝鮮族小学校(3年)に 通学。

　 (5)李(b)氏 家族

A.第 一世代

　 1)長 女(76才)

　　　現住地:日 本(戦 前に朝鮮半島から渡 日)。

　　　現状況:不 明。

　 2)長 男(72才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:在 宅。

　 3)次 男(65才)

　　　現住地:韓 国。

　　　現状況:不 明。

B.第 二世代

　 1)長 男(52才)
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　　現住地:遼 寧省藩陽市郊外。

　 現状況:農 業生産に従事。　　　　　　　　　 ・

2)長 女(48才)

　 現住地:吉 林市(婚 出)。

　 現状況:野 菜販売店を経営。

3)次 男(42才)

　 現住地:天 津市。

　 現状況:某 韓国系企業で従業員 として勤務(出 稼 ぎ)。

4)三 男(39才)

　 現住地:吉 林省延辺朝鮮族自治州龍井市。

　 現状況:某 国営企業で電気工 として勤務。

5)四 男(37才)

　 現住地:永 吉県口前鎮。

　 現状況:朝 鮮族第一中学校の教師。

6)次 女(35才)

　 現住地:永 吉県土城子満族 ・朝鮮族郷(婚 出)。

　 現状況:農 業生産に従事。

図5李(b)氏 家族
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　 7)五 男(32才)

　　　現住地:永 吉県左家鎮。

　　　現状況:漢 族中学校の教師。

　 8)三 女(27才)

　　　現住地:永 吉県土城子満族 ・朝鮮族郷(婚 出)。

　　　現状況:写 真屋を経営。

C.第 三世代

　 1)長 女(23才)

　　　現住地:韓 国(婚 出)。

　　　現状況:専 業主婦。

　 2)次 女(21才)

　　　現住地:遼 寧省藩陽市郊外。

　　　現状況:未 婚,無 職。

　 3)長 男(15才)

　　　現住地:遼 寧省渚陽市郊外。

　　　現状況:某 朝鮮族中学校に通学。

　 (6)金(b)氏 家族

A.第 一世代

　 1)長 男(75才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産に従事。

B.第 二世代

　 1)長 男(55才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:鎮 セソターの農機具修理

　　　　　　　工場に勤務。

　 2)長 女(51才)

　　　現住地:永 吉県孤店子郷朝鮮族村

　　　　　　　 (婚出)。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 3)次 男(44才) 図6　 金(b)氏 家族
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　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産のかたわら,現 地でロバ ・タクシーを経営。

　 4)三 男(40才)

　　　現住地:吉 林省敦化市。

　　　現状況:キ ムチを製造 ・販売(出 稼ぎ,行 商)。

　 5)四 男(36才)

　　　現住地:吉 林省延辺朝鮮族自治州延吉市。

　　　現状況:自 動車修理工場を経営。

C.第 三世代

　 1)長 男(24才)

　　　現住地:広 東省広州市。

　　　現状況:某 韓国系企業で従業員として勤務(出 稼ぎ)。

　 2)長 女(21才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:未 婚,無 職。

　 (7)金(c)氏 家族

A.第 一世代

　 1)長 男(70才 時に死亡)

　　　原住地:星 火村。

　 2)次 男(62才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:在 宅。

B.第 二世代

　 1)長 男(35才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:鎮 セソターで朝鮮料理

　　　　　　　屋を経営。

　 2)次 男(33才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:農 業生産に従事。

　 3)長 女(31才) 図7金(c)家 族
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　　　現住地:星 火村。

　　　現状況 二村内の男性と結婚,星 火村朝鮮族小学校の教師。

　 4)次 女(25才)

　　　現住地:永 吉県孤店子郷朝鮮族村(婚 出)。

　　　現状況:農 業生産に従事。

C.第 三世代

　 1)長 男(9才)

　　　現住地:星 火村。

　　　現状況:鎮 センターの漢族小学校(2年)に 通学。

以上のデータを整理 し分析すると次のようになる。

　 (1)キ ョウ ダイの 行 方

A.第 一 世 代

　 全21人 の うち,農 村 居 住 者 が12人(57.1%)で 最 も多 く,東 北 三 省 の 省都(吉 林,

長 春,藩 陽)居 住 者 が そ の 次 で5人(23.8%),海 外(韓 国,日 本)在 住 者 が4人

(19.0%)と な って い る。 こ こで は,第 一 世 代 の 多 くが い わ ゆ る移 民 一 世 で あ るた め

に,後 述 の第 二,第 三 世 代 に 較 べ て海 外 居 住者 が多 い のが 特 徴 に な って い る。

B.第 二 世 代

　 全35人 の うち,農 村 居 住 者 が20人(57.1%)で 最 も多 く,残 りの15人(42.9%)は

全 員 が 都 市(吉 林,藩 陽,天 津,チ チ ハ ル)居 住 者(出 稼 ぎに よる一 時居 住 を 含 む)

で あ る。 な お こ こで は,都 市 居 住者 つ ま り農 業 か ら工 業 に転 進 した 者 が 多 い点 が特 徴

に な って い る。

C.第 三 世 代

　 全12人 の うち,農 村 居住 者 が6人(50%)で や は り最 も多 く,都 市(広 州,渚 陽)

居 住 者 が そ の 次 で5人(41.7%),海 外(韓 国)居 住 者 が1人(8.3%)と な って い る。

こ こで は,若 者 が 中 国最 南端 の大 都 市(広 州)に ま で 出稼 ぎに行 って い る こ とや韓 国

に 嫁 に 行 って い る こ と,及 び職 業 のな い若 者 が現 れ た こ とな どが特 徴Y'`な って い る。

(2)職 業関係

A.第 一世代

　　　農業従事者(兼 業者を含む):　 　　　　 6人(28.6%)
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在宅(過 去は農業従事者):　 　　　　　 4人(19.0%)

死亡(生 前は農業従事者):　 　　　　 2人(9.5%)

会社員(出 稼ぎ ・臨時従業者を含む):　 4人(19.0%)

自営業者:　 　　　　　　　　　　　　　 2人(9.5%)

不明:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2人(9.5%)

行商(キ ムチ販売による出稼ぎ):　 　　 1人(4.8%)

総数:　 　　　　　　　　　　　　　 21人(100%)

B.第 二世代

　　　農業従事者:　 　　　　　　　　　　　　 16人(45.7%)

　　　死亡(生 前は農業従事者):　 　　　　　 1人(2.9%)

　　　 自営業者(出 稼ぎを含む):　 　　　　　 8人(22.9%)

　　　会社員(出 稼ぎ ・臨時従業者を含む):　 6人(17.1%)

　　　教師:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3人(8.6%)

　　　行商(キ ムチ販売による出稼 ぎ):　 　　 1人(2.9%)

　　　総数:　 　　　　　　　　　　　　　　 35人(100%)

C.第 三世代

　　　学生:　 　　　　　　　　　　　　　　　 5人(41.7%)

　　　会社員(出 稼ぎ ・臨時従業者を含む):　 3人(25.0%)

　　　無職:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2人(16.7%)

　　　幼児(学 齢以下):　 　　　　　　　　　 1人(8.3%)

　　　主婦:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1人(8.3%)

　　　総数:　 　　　　　　　　　　　　　　　 12人(100%)

　第一世代では,生 前および退職前の職業を計算に入れると農業従事者が21人 中12人

(57.1%)で 最 も多い。それに,調 査時現在は自営業者や行商人であっても,そ れ以

前は農業生産に従事 していた者が多数を占めている。

　第二世代では,農 業生産に従事 してきた者が35人 中17人(48.6%)で,や は り最も

高い割合を占めている。ただし,自 営業者が22.9%(第 一世代では9.5%)に,月 給労

働者(会 社員 と教師)が25.7%(第 一世代では19.0%)と,そ れぞれ多いことは注目

に値する。これはすなわち,第 一世代 と第二世代の間に緩やかではあるが社会移動が
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あったことを意味する。 もっともここでは純粋な世代間移動のほかに,世 代内移動つ

ま り本人の生涯を通して行われた職業移動があったことを忘れてはならない。

　第三世代では,最 大の特徴はなんと言っても農業生産に従事している者が1人 もい

ないことである。都市での仕事がまだ見つからないために家に居候 している女性もい

るが,調 査時の彼女たちの話から推察すると,い ずれは出稼ぎなどで都会へ出てい く

だろうと思われる。また,第 三世代には学生が約半数を占めてお り,将 来かれらのな

かから,も しかしたら何人かの農業従事者が現れるかもしれない。だが韓国企業が大

量進出している今日の状況からして,第 三世代から農業従事者がほとんど現れない可

能性 も十分あるといえる。

3.出 稼 ぎブームとある中年男性の突然死

　家族三世代の行方を追ってみると,出 稼ぎや近年に進出した韓国企業などに雇われ

て遠 く村を離れた者が 目立っていることがわかる。その理由として,1983年 に 「生産

責任制」が導入されて以来,農 民たちがそれまでの集団農業の束縛から解放され,自

由に農村を離れることや,物 価の上昇などにより生活が困難になったこと等が挙げら

れる。

　改革後の2,3年 の間に,生 産性の著 しい向上により農民の生活が大きく改善され

たことは確かである。だが,限 られた耕地面積から一定量以上の収穫を得ることは不

可能だった上に,生 活物資の価格が上昇したにも拘わらず米価格だけが依然として10

年前の水準にとどまっていたため,農 民の生活改善はついに頭打ちとなった。米づ く

りだけでは もはや生活を維持 してい くことが困難 となった農民たちは,旅 費や商売資

金を手にした者から順次都市へ流出した。ある者は行商のために国内の大都市へ足を

のば し,あ る者は親戚や知人を頼 りに国境を越>x..,韓国や旧 ソ連にまで出稼ぎに行 く

ようになった。

　東北三省の朝鮮族村で,現 在ブームになっている出稼ぎを形態別に分類するとおよ

そ次のようである19)0

　 1)国 内の各都市におけるキムチ商売。

　 2)東 北三省を中心とする各大都市における朝鮮料理屋の経営。

　 3)国 内の各都市や海外の韓国系企業における雇用労働(「 労務」,「労工」)。

　 4)親 戚訪問を建前に行われる韓国での不法就労。

　筆者が1992年7月 から断続的に調査を行っている吉林省永吉県星火村では,翌 年以

19)出 稼ぎに関してより詳しくは韓 【1994]を参照されたい。
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降 も村に残って農業を続ける予定だと答えた世帯が,川 辺屯では全体の約40%,そ し

て北屯ではわずか全体の約25%に 過ぎなかった。なお川辺屯には,親 戚訪問を建前に

韓国や旧ソ連へ出稼ぎ者を送 り出している世帯が12世帯,キ ムチ商売のために国内の

各都市へ出掛けて行った(一 部の家族員が出掛け,行 き先でキムチを製造 ・販売する)

世帯が6世 帯,都 市で朝鮮料理屋を経営するために,家 族全員もしくは一部が一時的

に村を離れている世帯が4世 帯あった。つまり川辺屯では,全 朝鮮族世帯(65戸)の

3割 以上が,1993年3月 現在出稼ぎのために村を離れていることになる。そのほかに

も,外 国の貨物船や漁船で働 くためY'`,出 国手続をしている若者(男 性)が5人 ほど

お り,付 近の朝鮮族村では,ス ペイソや シンガポール,サ イパンなどの国 ・地域へ出

稼ぎに行 く者もいた。

　出稼 ぎを男女別にみた場合,男 性が一般的に力仕事をしているのに対 し,女 性の大

部分は飲食業界で働いているのが特徴になっている。男性が有能で若い場合は比較的

に仕事を見つけやすいのだが,そ うでない場合V'`は妻が出稼ぎに行 く場合 も多い。し

たがって,女 性だけが出稼ぎに行っている家庭では男性の心配は多い。それは後述の

例にもみられるように,女 性の性を目当てにした商売が近年に韓国企業の進出ととも

に急激に増えたからである。

　以上の状況に基づいて本節では,出 稼ぎブームの最中で命まで落としてしまった1

人の中年男性にまつわる実話を紹介する。

　第二次調査(1993年1月)の 初 日に,筆 者は北屯の 「情報室」(現地入 りして必ず

最初V'`訪れる家)で,あ る思い掛けぬ事件を耳にした。前回の調査(1992年 夏)で 何

度も一緒に酒を飲みながら仲よくしていた北屯の1人 の中年男が2,3週 間前にアル

コール中毒で突然亡 くなったとのことであった。彼は村の電気修理工で,筆 者が調査

地で最も仲よくしている東君(仮 名)の 姉の夫でもあった。

　夕方,わ たしはあれほど元気だった男が急死 した本当の原因が知 りたくて,と ある

ハルモニの家を尋ねた。

　一 アソニョンハセヨ?(お 元気でしたか?)

　 「アイゴ,ワ ックナ!」(あ ら!　 いつ来たの。)

　一 昨日です。晩ご飯の支度ですか。

　 とい うような挨拶を交わしながら,わた しは開いている部屋の ドアからなかへ入 り,

オンドルの縁にひと先ず腰を掛けた。

　ハルモニの苗字は 「鄭」で,彼 女に最初に出会ったのは約10年前,つ まりわた しが
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高校時代に北屯へ遊びに行ったときのことである。そ して1992年 の夏,第 一次調査時

に再会し,村 のハルモニたちの生活について少 し話を聞かせてもらったことがある。

　 「外国からそんなに行った り来た りして,お 金は大丈夫なの?　 今回はまた何の調

査で来たんですか?」

　一 別に……今回はただ遊びに来ました。たとえば,前 回のように村びとと一緒に

おしゃべ りをした り……ところで,東 君はどこかへ出掛けたんですか。

　東君 とい うのは鄭婆さんの末っ子のことで,年 齢はわたしと同 じく当時27才 の独身

であった。彼と知 り合ったのも約10年前のことで,前 回の調査ではよく一緒に酒を飲

みながらさらに親交を深めていた。彼は酒のほかに喧嘩にも強 く,一 緒にいると人に

なめられた りすることはなかった。そして今回も当然彼に会えると思い,土 産 として

日本製のライターまでもって行ったのである。

　 「それが,東 ちゃんは姉 さんと一緒に藩陽(旧 奉天)へ 出稼ぎに行ってしまったの。

長男も去年行 ってしまった し,次 男は知っている通 り分家(同 屯)に 出しちゃったで

しょう」

　一 とい うことは,現 在家にいるのはハルモニだけですか。

　 「そ う。今はこの家のなかで寝起 きしているのはこの婆さん1人 だけ。次男の嫁が

明日か明後日,食 堂の従業員 として吉林へ出稼ぎに行くから,次 男と孫娘の食事をわ

たしが作ることになるけどね」

　一 ここ半年の間に,い ろいろあったそうですね。

　 しぼらく沈黙 したあと,わ た しは本題に入る言葉を探った。

　 「あ,も うあっち(情 報室)で 聴いたのね」

　　　 ええ,先 程あっちで聴いて本当にびっくりしました。一体どういうことがあっ

たんですか。

　 「アイゴ,う ちの婿は,本 当に,女 房(鄭 婆さんのひとり娘)に も会えずに突然亡

くなって しまったの」

　 一 ほかの誰よりも,東 君のお姉 さんと子どもたちが可哀相過ぎますね。

　 「うちの娘が如何に悲 しんだことか……去年,娘 夫婦が田圃を2,3ム ー植えたけ

ど,そ れだけ じゃ子どもたちの学費にもならないから,今 年からはどうしても1人 を

外地へ出稼ぎに行かせなければならなかったんです。実は2年 前にも,1ケ 月半ほど,

娘が吉林市のある料理屋で仕事をしたことがあるんです。そのときも,婿 は幼い2人

の子どもと一緒に家に残っていたんです。もちろん,わ た しのほうも子どもの面倒を

みてやった り,い ろいろと手伝 ったのですが,や は り男1人 の生活は辛かったのか,
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結局,婿 はす ぐ女房を家に呼び戻 しました。その当時に婿が女房に言った言葉が,r人

間が生きてどれぐらい一緒にいられるだろう。もう何処へも行 くな』でした。・・…・と

ころが,家 計がますます苦 しくなって,再 び女房をどこかへ行かせざるを得な くな り

ました。娘が藩陽で仕事口を見付けたら,婿 も家を5～6,000元 で売 り払ってあとから

ついていくことになっていました。

　でも,い ざ女房が離れて行 く瞬間になると,婿 は辛 くて何もしゃべれませんでした。

娘の話によると,自 分が出稼ぎに行 く1ケ 月前から旦那は辛 くて落ち込んでいたそ う

です。婿は内気で性格も几帳面な人です。ほかの人のようにマージャソもやらなけれ

ぽ,花 札もやらない人間でした。本職の電気工の仕事のほかに,そ れこそ暇さ>xあれ

ぽ庭の手入れを した り,道 具を修理 した りして,一 時もむだに過ごさない人でした。

ただお酒だけは大好きで したけどね。

　 うちの娘について言えぽ,旦 那には至れ り尽 くせりで,不 断も旦那が家にいるとき

は近所に遊びにも行きませんでした。一旦怒 ったら誰 よりも怖いという旦那の性格を

娘はよく知っていましたからね。

　それが,女 房が出稼ぎに行くことが決った頃には,旦 那の態度もそれまでとはぜん

ぜん違い,女 房が何処へ遊びに行こうと,一 切責なくなりました。それについて,わ

たしも不思議に思ったほどでした。離れ離れになる直前 ぐらい,女 房を自由にさせた

かったんで しょうね,き っと。

　娘が離れて行 く前の日,そ の日の夜中にでしたが,婿 は寝ている女房をむ りや り起

こしたそ うです。『わたしたちが,金 を溜めてまたいつ一緒に暮らせるだろうか』と

言いながら,離 別酒でも飲 もうということだったのです。だいぶ前から押し入れのな

かに隠 してあった上等のお酒と菓子類を全部取 り出して,『今度別れると一年 ぐらい

は会えないだろうから,お れが注 ぐ酒でも飲んでくれ』 と言いながら頻繁に食べ物を

娘の口に運んだそ うです。その日の夜は,結 局そうやって2人 で飲み明かしました。

　 翌 日の朝ですが,わ た しが娘たちに,『朝 ご飯は簡単に済まして昼ご飯はわた しが

準備するから,そ れを食べて午後2時 の汽車にちょうど間に合 うでしょう』と言った

のを今も憶えています。そして,昼 はみんな家に集まって食事をしました。婿はご飯

はちっとも食べないでお酒ぼか り飲んでいました。実は,当 日の朝もお酒しか飲まな

かったそ うです。

　 しばらくして,う ちの娘と一緒に藩陽へ行くことになっていた近所の友達(婆 さん

の娘の女友達)も 荷物をもって家に来ました。末っ子の東ちゃんも一緒に行 くことに

なっていましたので,3人 の荷物を合わせると,押 し車一杯になってしまいました。
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　わた しも駅までは同行 したのですが,婿 はそこでも辛い気持ちを押さえ切れず,離

れて行 く女房に対 して一言もしゃべれませんでした。泣いている娘の手を取 って,わ

たしも目が潤んできたのですが,婿 がみている前でしたので,ぐ っとこらえました。

　わた しは娘を見送ってから最後に家へ帰って来ました。帰 ってみると,婿 がぽうっ

と庭に突っ立っているじゃあ りませんか。rこれからは子どもたちとだけの生活です

から,一 層気を引き締めてやらなければな りませんよ』とわた しは念を押すと同時に,

r学校がはじまったら,子 どもたちはわたしが家に泊めながら飯を食わせて学校まで

送るか ら心配 しないで ください』と言いました。婿はその頃に,村 の養魚池を引き受

けることになっていました。

　結局婿は,そ の日の夜も家に来て食事をしたわけですが,ま たお酒ぼか り飲んでい

ました。お酒を飲みながら,子 どもたちの靴を買う心配,味 噌や唐辛子醤をつ くる心

配などぼか りしていました。それでわた しが,『 子 ども2人 を合わせてもたかだか3

人だから,そ んな心配は一切 しなくてもいいですよ』と言いました。

　翌日,わ たしは心配で朝早 く婿の家を覗きに行きました。そ うしたら,養 魚池にも

行かないで,家 でまたお酒を飲んでいたではあ りませんか。立場か らして,怒 るにも

怒れないし,結 局その 日はそのまま一 日ほ うっておきました。

　その日の夜,わ た しはクムチャリ(夢 場所,夢 のなかの世界)が 騒が しくてよく眠

れませんでした。夢のなかで,人 が死んだ後の泣き声に何度もうなされました。それ

で,朝 起きてから真っ先に隣の家へ行きました。隣家は花札をやるために村の婆さん

たちが毎 日集まってくる場所ですが,前 の夜の夢の話を皆にした ところ,『夢のなか

で他人の泣き声を聴 くと,自分 もそのうち泣 く羽目になる』と言 うではあ りませんか。

とても嫌な気持ちでした。いつもなら,わ た しも花札をやるのでしたが,そ の日ばか

りはただぼんや りと座 っていました。

　午後の3時 頃だったと思いますが,再 び婿の家に足を運びました。お酒を飲み過ぎ

たのか,婿 はオソドルの上で横になっていました。わたしは,『 まだ起きてないので

すか』 と眩きながら台所に回って焚き口に火を入れ始めました。 しかし,焚 き口の扇

風機が壊れていて,な かなか火も入らず煙が外に出て困ってしまいました。 しぽらく

して,『扇風機が壊れているんだけ ど大丈夫ですか』 とい う婿の声が部屋のなかか ら

聞こえてきました。『でも,な んとかオンドルを暖めない といけませんから』 とわた

しは答えました。しぼらくして,婿 が水が飲みたいと言うので,す ぐにお湯を沸か し

て茶碗一杯に注いでもって入ったのですが,足 りなくてもう一杯お代わ りをあげまし

た。それを約半分 ぐらい飲んでから,今 度は冷たい水が欲 しいと言い出しました。
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　水を飲んでか ら吐き始めたのですが,吐 き出したものには赤い血が混ざっていまし

た。r血 が混ざっているというのは,胃 がアルコールにや られている証拠だか ら,こ

れ以上お酒を飲んではいけませんよ』とわた しは注意 しました。そ うすると婿は,『こ

れは血 じゃな くて,落 花生の皮だ』 と言いました。

　台所には何も食べるものがなかったので,わ たしは家に戻ってご飯とおかずをもっ

てきました。それでも婿は何 も食べようとしませんでした。もうこれで3日 間も空腹

の状態でお酒を飲んだことになるわけです。あの人は,も ともとお酒の後は食事を一

切 しない人なんです。

　 しぼらくして,息 子(11才 の男の子。13才になる娘は,当 時学校の寮に住んでいた)

が学校から帰 って来ました。 ご飯を食べさせた後,r外 へ遊びに行かないでお父さん

の面倒をみてあげなさい。それから,何 かあったらす ぐお婆ちゃんを呼びに来なさい』

とわたしは子どもに教えてからほかの用事もあったので家へ帰って来ました。

　家に戻って,夜 中の12時を過ぎてもわた しは眠れませんでした。 よっぽど婿のとこ

ろで寝ようと思ったけど,婿 の方が気を遣 うだろうか ら,結 局はやめました。後から

聴いた話ですが,子 どもが一晩中飲み水を運んだそ うです。だけど,夜 中の12時を過

ぎます と子どもも眠くなるで しょう。それで子どもはいつの間にか眠ってしまったら

しいです。

　寝ている間に,子 どもの耳にウーウーとい う捻 り声が聞こえたらしく,慌 てて起き

てお父さんのおなかを触ってみたら,異 常に冷たかったそうです。子どもでも日頃聴

いた話がありますから,爪 の根元のところを突っ突いてみた り,指 先で目の当た りを

刺激 してみたらしいのですが,何 の反応もなかったので大慌てでわたしのところへ走

って来 ました。そのときが多分夜中の2時 半頃だったと思いますが,わ たしは慌てて

起きて,ま ずお医者さんの家へ駆け付けました。それから真っす ぐ次男の家へ行って

寝ている次男を起こして大至急押し車を用意させました。お金もなかったので,そ の

足で親戚の家まで行って,窓 をノックして急遽お金を100元 借 りました。その後,婿

はすぐ2km離 れた鎮立病院に運ばれました。

　宿直のお医者さんは,そ のときは何の心配もないと言いました。ただアル中で昏睡

状態にあるとのことでした。確かに,婿 はこれまでに一度も病気になったことはあ り

ませんでした。なにしろ,生 まれてから今までに注射一本 も打たれたことのない人間

ですから。それで,お 医者 さんはさっそく酸素マスクとブドウ糖の注射の用意に取 り

掛かったのですが,も のの30分 も経たないうちに,婿 は完全に生き還 ったのです。自

分の手で注射器 とゴム管を強引に取 り外す婿を誰も取 り押さえることができませんで
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した。わた しが,『 ここが何処なのか知っていますか』と聞 くと,『おれの家に決まっ

とるじゃないか』と言いました。少しぼけた話は していたものの,み んな命には別状

ないと思っていました。お医者さんからも,も う大丈夫ですと言われ,酸 素マスクも

取 り外されました。

　それでも,婿 の体がだいぶ弱っていましたので,わ た しはブ ドウ糖を続けて注射す

るようにと医者に頼み,再 び婿の顔を覗き込みました。……そのとき,婿 の顔色は既

に変わ りつつあ りました。……多分,3時 半頃だった と思いますが,婿 はみんなの呼

び声に二度と反応 しなくな りました。

　実は,わ た しの夫 も約6年 前に同じ病院の同 じ部屋で,し かも全く同じベットで亡

くなったわけですが,今 回ほどは悲 しみませんでした。 うちの娘から,何 が何でも自

分の代わ りに旦那の面倒をみて くれと再三頼まれたのです。お酒を飲んだ日には,一

緒に寝てあげながらでも,面 倒をみてあげてほ しいと頼まれたのです。それが,娘 が

出発 した3日 目にして,婿 を死なせてしまったのです。……

　夜が明けてから,人 に頼んで,す ぐ藩陽に電話を掛けさせました。電話を掛けると

いっても,ご らんのような田舎ですから,長 距離電話は市内(約35km離 れている

吉林市のこと)ま で行かなければなりません。結局,電 話が通 じたのは夜中で したけ

れ ども,電 話に出たのは,ま だ仕事が見つからないまま親戚の家に寄宿 していた東ち

ゃんでした。突然の死亡知 らせに,息 子は一瞬何もしゃべれませんでした。その当時,

一緒に行った3人 のうち,娘 だけがすでに仕事を見つけて家にいなかったそ うです。

　後に娘から聴いた話ですが,約300人 ぐらいの人が並んでいる"労 務市場"(仕 事の

欲しい人たちが毎日集まる場所)に3時 間ほど立 っていたら,あ る"老 板"(レ ス ト

ランのオーナー)に 気に入られ,そ のまま"売 られて"行 ったそうです。

　 婿が入院したとい う知らせが娘の耳に入 ったのは翌 日の早朝でした。娘が受けるシ

ョックを考えて,死 亡したとは直接言わず,た だ重病で入院したと伝えました。その

日の夕方,3人(行 くときと同じメンバー)と も吉林行きの夜行列車に身を乗せてし

まいました」

　　　 そ うしますと,東 君はその後再び藩陽へ行ったわけですね。

　 と,わ た しは東君が家にいないのを知って聞いた。

　　「そうなんです」

　 一 そのとき一緒に行 った友達も再び藩陽へ行ったのですか。

　　「いいえ,彼 女はもう二度 と行かないそうです」

　 仕事が容易に見つからないことが,前 回の体験でわかったからか,あ るいは自分の
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身にも同じような悲劇が起 こらないとも限らないので,彼 女はしば らく家を離れない

ことにしたのだろう,と わたしは思った。わたしがちょうど 「労務市場」に関しても

う少 し尋ねようとしたところで,鄭 婆さんは自然に話題をそちらへもっていくのであ

った。

　 「娘から聴いた話ですが,"労 務市場"は まるで樺皮廠にある豚市場のように汚い

ところで,そ こら辺に1ケ 月も寝泊 りしながら,買 い主が現れるのを待っている者も

多いとのことでした。我先に買われようと,顔 をお化けのように真 っ白に化粧 した女

もいれば,持 ち金を使い果たし,右 へも左へも行けなくなって,た だそこに立って泣

いている人もいるとのことでした。

　娘は運がよくて,た ったの3時 間で雇い主を見つけることができましたが,そ れで

も,待 っている間の自分の姿は死ぬほど惨めだったそ うです。とにかくあそこは,人

が我が身を売る場所にほかならないわけです。は じめは,天 津から来たというある買

い主がそっと寄 ってきて,r4人 の若い女性を募集しているが行かないか』と聞いた

そ うです。どうも様子が普通 じゃなかったので,東 ちゃんが前に出て断ったそ うです。

もしあの時点で天津に行ってしまったら,そ れこそ大変なことになったに違いあ りま

せん。天津へ行 くと,月 に400元 もくれると言っていたそ うですから,き っとろくな

ことはさせないと思います。結局娘は,そ の後に現れたもう1人 の老板について行っ

たわけです。

　娘が連れられて行ったのは,藩 陽ではごく普通の レス トラソでしたけれ ども,幸 い

店の老板はとても優 しい人だったそ うです。それで,うちの娘は自分が非常にラッキー

だと思っていました。何 日道路に立っていても,雇 い主が見つからない人が多いです

か らね。……そ う思っている最中に,こ の事件が起こったわけです」

　一 結局,東 君のお姉さんはその店でほ とんど働く暇 もなしに,主 人が入院 した と

いう知 らせを受けたわけですね。

　 「そうです。 しかし,娘 はまさか旦那が死んだとは思っていなかったのです。婿が

亡 くなった翌 日に娘は家に帰って来ましたが,汽 車から降 り立って,娘 は直接病院へ

行 こうとしました。しかし,自 分を眺めている村びとたちの様子から,娘 はたちまち

事態の重大さに気づきました。それに続いて,道 ぽたに立っていた漢族の人たちに,

あんたの旦那はもう死んだのよと告げられ,娘 はその場で座 り込んでしまいました。

娘が連 日家で薬を飲んでいる間に,東 ちゃんは再び藩陽へ仕事捜しに行 ってしまい

ました。数ケ月前の話ですが,藩 陽市近郊のある朝鮮人村で製鉄工場を新設するとか
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言って,向 こうから人集めにここまでやって来たことがあります。それで,う ちの東

ちゃんと何人かの友達は早速ついて行ったのです。実は,人 を集めに来た人たちは,

みんなわた しの遙かむか しの同級生だったもんですか ら,子 どもを他所へやるよりは

ずっと安心で した。 とは言っても,仕 事はかな りきつか ったと思います。遊んでばか

りいた東ちゃんのことですから,結 局,途 中でやめて帰 って来ました。

　東ちゃんがこの間,娘 と一緒に藩陽へ行ったのは2回 目で,今 回は3回 目になるわ

けです。何かほかの仕事を捜 しに行 ったのですが,ま ず姉が旦那の急死で半 日しか働

けなかった店に行って,姉 をもう一度使 ってくれないかと頼みに行きました。次の日

に東ちゃんから電報が届 きまして,い つでも構わないから,と にか く来てくれ とのこ

とでした。そんなことで,娘 は一昨日再び藩陽へ行ったわけです」

　　　そのうち,東 君のお姉さんは子どもたちを連れて,向 こうで暮らす ことになる

のでしょうか。

　 「どうなるんでしょうね。一 ・娘 が行 く前に,家 財道具を全部わたしのところへ運

んできました。娘の家は,現 在売 りに出していますが,人 があのように死んでしまっ

た家ですから,な かなか買い手が見つか りません。

　娘たちの借金 もばかにな りません。おそらく3,000元は下 らないでしょう。家を売

って借金を返す しかないと思います。……子 どもたちも,学 校へ行 くのにお金が要る

し,ま た2人 とも勉強がよくできるほ うですから,最 後 まで勉強させたいです。外地

で下宿 している孫娘は,お 父さんがあんなふ うに亡くなったので,自 分が学校へ行か

ずに側で世話 してたら,決 してお父さんを死なせることはなか ったはずと言って,悔

しくて学校でも毎日泣いているそうです。

　娘のほ うは,毎 晩夫の姿が夢のなかに出てくるそ うです。本人の話では,夫 の霊に

とりつかれているに違いないと言っています。一昨日は,ど うしてもそれに耐えられ

なくて,友 達 と一緒に鎮の占いさんのところへ行ってきました。は じめは,r将 来貴

女は大金持ちになる』とか,『子どももみんな出世するが,名 前を変えたほうが良い』

とか,そ のような話 しか して くれなかったのですが,夫 のことについて聞いてみたと

ころ,『貴女の夫はもともと,35才 までしか生 きられない運命ですが,そ の年になっ

た頃に何事もなかったですか』と占いさんに聞かれたそ うです」

　一 お婿 さんは,今 年おい くつだったんですか。

　 「今年,39に な ります。……婿は娘が出掛ける前に言ってたそうです。つまり,今

年 自分は39才 にな り,39の9は とても縁起の悪い数字だと。それから 『何だか知らな

いが,今 年は何か不吉なことが起こりそ うだ』と,娘 に言ったそうです。それで娘は
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『大の男がそんなことを言 ってはだめでしょう』と,軽 く言葉を返 したそ うです。

　婿が亡 くなってから,娘 は例の占いさんに,し つこく夫のことについて聞いてみた

ところ,『貴女の夫は今年の冬至の日から数えて6日 目に亡 くなる』 と言 ったそうで

す」

　一 その占いさんは,お 婿 さんがすでに亡 くなられたことを知 っていたのではあ り

ませんか。

　 「いいえ,最 初占いさんはそのことを知らなかったはずです。言われてから,r実

は夫は数 日前にすでに死にました』 と娘が言った ら,『今回はたまたま側に人がいな

くて死んだのであって,そ うじゃなかったらもう少し生きられたはずだ』 と言われた

そ うです。それから,r夫 の霊魂はまだ生きているので,祭 祀は必ず冬至の日から数

えて6日 目の日にしなさい』 とのことでした。最後には,r貴 女の夫の命はそもそも

35才 までであったから,4年 も余分に生きたことになるのだ』と慰めてくれた ようで

す」

　一 お婿さんの性格は,ち ょっと普通の人 と違ってたんじゃあ りませんか。

　 「そ うです。あの人の性格は,村 の誰 もが知っているくらい怒 りっぽいんです。一

度怒ったら,ナ イフでも何でも投げ付ける性格です。つまり,一 旦怒ったら後のこと

は考えないのです。だいぶ前の話ですが,婿 は娘に対 して,r今 日は子 どもの誕生 日

だから,仕 事に出掛けないでくれ』 と言ったそうです。仕事 というのは,つ まり脱穀

のことですが,早 くやってしまわないといけなか ったので,夫 がお酒を飲んで寝てい

る間に娘は脱穀場に出掛けたのです。婿は夜中に起 きて女房がいないのをみてすぐ怒

ってしまいました。

　 まだ雪がしんしんと降っていた時期でしたから,外 はかな り寒かったはずです。婿

は肌着姿でかな り遠 くにある農場まで走って行って,女 房をむ りや り家 まで引っ張っ

て来ました。その日,う ちの娘は死ぬほど殴られました。婿はそういう人間なんです。

　娘 も夫の性格をよく心得てはいたんですが,今 年はどこを突っ突いてもお金の出て

来そ うなところがなかったので,旦 那をほっといても出稼ぎに行かざるを得なかった

のです。 しか し旦那としては,よ っぽどのことがない限 り妻を外地へ行かせた くはな

かったと思います。あの人は男としてのプライ ドも高かったのですから。結局,男 と

して家族さえ養えない自分が許せなかったのでしょう……」

わたしは聞き取 りを終えてから,あ れほど元気だった男がいとも簡単に死んでしま

った陰の原因をようや く分か ってきたような気が した。つまり今度の死亡事件は,現
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在流行 っている朝鮮族村の出稼ぎブームの真っただ中に起きた悲劇であ り,急 激な社

会変化について行けず,絶 望してしまった1人 の中年男の身に起きた災難であった。

　 これまでは,夫 婦は基本的にワンセットになって常に一緒に暮らしていた。そ して

家事労働は基本的に女の手でなされてきた。それが今日では,家 庭を経済危機から救

うために,数 ケ月ないし数年間を夫婦が離れ離れになって暮らすことも珍 しくな くな

った。そして今では,主 として女性が担 ってきた育児や炊事,洗 濯等の家事労働を,

家に残った男が一手に引き受けてや っている光景が目につ くようになっただけでな

く,女 性の出稼ぎ先での売春等によってもさまざまな家庭問題が増えはじめた。筆者

がこれ までに行った幾つかの出稼 ぎ者インタビューがそれ らを物語ってお り,詳 しく

は拙稿 【韓　 1994:73-101】 を参照されたい。

　今回の事件は古風な朝鮮族男性の身に起こった惨事であ り,今 後も類似事件が再発

する可能性はあると密かに思いながら,わ た しは しぼし調査地を後にした。

4.困 難時の生活保障

　働 く能力のある者は,い ざとなれぽ出稼 ぎなどで家庭経済の危機を救 うことができ

る。ところが,家 に病弱者 しかいない場合はどうなるのだろ うかとふと思い,わ たし

は 「生産責任制」が導入されて以来,そ れ までにあった政府による社会保障制度につ

いて調べたくなった。

　出会 う村びとたちにそれ となく尋ねてみた ところ,生 活保障が以前よりず っと手薄

になったというのが大方の反応であった。星火村長や数人の村びとに,「現在農村で

はどのような補助金制度があ りますか」と尋ねたところ,最 初の答えはいずれも 「何

もない」の一言であった。だが,何 度もしつこく追求 してい くうちに,農 村に社会保

障がまった くないわけではないことがわかった。

　たとえぽ,1990年 頃から水不足で北屯の農民が農業生産を継続することができなく

なったときに,県 及び鎮政府は急遽12万 元の救済金 と若干の玉蜀黍を星火村民に支給

した。そのほかにも,「困難戸」(貧困と認められた家庭)に 対しては,地 元の郷政府

が農業税の減免対策を講 じ,「特困難戸」(極貧家庭,た とえば精神病患者を抱えてい

る上に労動力もない家庭)に 対 しては,村 政府が村民を組織 して家を建ててあげた り

することもあった。

　筆者が4度 目の調査(1994年1.月)で 同村を訪れたときに村びとから聴いた話によ

ると,春 節前に鎮政府は8戸 の 「特困難戸」 と認定 された家庭 に対 してそれぞれ

50～100元 の補助金を与えたという。 これはただの象徴的な金額に過ぎないが,そ れ
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でもなお,昔 ながらの貧しい家庭を扶助する 「扶貧制度」が今も存在 していることを

物語っている。このように家族や本人の力だけではどうしても生活していけない場合

は,政 府から若干の生活補助金が支給 されているが,援 助を受けている当事者たちの

言葉では,「餓死 しない程度」の援助はしてくれるとのことであった。

　樺皮廠鎮には 「敬老院」(鎮立老人ホーム)が あ り,55才 以上の無子女,無 労働力

の者は誰でも入居することができる。そこには食事や住まいのほかに,施 設付属の畑

や養魚池 もある。だが,老 人ホームに入るのは通常漢族の老人であり,朝 鮮族の者で

施設に入っている話はまだ一度も聴いたとこがない。言葉の問題 もさることながら,

近親者が1人 でも近 くにいる限 り,年 寄 りを老人ホームに入れることによって,村 び

とから非難されるようなことは誰もしないという。

　星火村ではまた,戦 争(抗 日戦争 ・国共戦争 ・朝鮮戦争)に 参加したことのある,

いわゆる 「革命軍人」 と称される国家幹部に対 して,毎 月数十元の革命軍人補助金が

今なお支給されている。 さらに戦争負傷者に対 しては,等 級別に負傷手当が支給され

ている。た とえば,片 方の足指を3本 無 くした 「二等乙級」負傷者の場合は,年 間

800元 あまりの現金のほかに冬用の皮靴一足が支給される。そのほか 「革命烈属」(戦

争死傷者家族)に は,正 月などに鎮政府と村政府より食糧品や年賀ポスターが贈 られ

るとい う。

　 県政府は,各 戦争負傷者に対 して 「中華人民共和国 ・革命傷残軍人証」と称する戦

争負傷者証明書を発行 し,そ のほかの身体障害者に対 しては 「残疾人証」を発行して

いる。これらの人は,県 内での映画鑑賞や汽車およびバス(個 人経営のバスも含む)

に乗 るときは通常料金の半額だけ支払えぽよいとされている。そのほか,個 人経営を

行 う際には所得税を含むすべての税金が免除される。

　 中国では,今 なお志願兵制度を実施しているが,星 火村辺 りではここ数年ほとんど

募兵が行われていないとのことであった。 また,た とえ募兵が行われたとしても,今

は数年前 と違 って志願者はほとんどいないだろうと村びとは語っている。その理由は,

今は3年 間服役 しても,昔 のように農村戸籍が都市戸籍に変わるわけではないし,ま

た除隊 してから都市部で仕事が見つかるわけでもないからである。もっとも,15年 間

にわたって長期に服役 したいわゆる古参兵に対 しては 「国家幹部」として扱い,復 員

後には従来通 り都市の戸籍を与えると同時に,職も手配してくれるとのことであった。

　 村長や村びとたちの 「何の社会保障もない」という言葉には,現 行の社会保障制度

に対する農民たちの不満の気持ちが込められていた。年々増加する農業税については

もちろんのこと,毎 年国に真っ白な米ばか り納めているにも拘わらず,農 民が困難な
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ときには玉蜀黍 しか くれないと,朝 鮮族農民はかな りの不満をもっていたことについ

ては前にも触れた。

　星火村では,農 民に課せ られている税金の類には次のようなものが含まれている。

　 1)鎮 教育費:全 樺皮廠鎮の教育費の補助に当てられる。

　 2)放 送代:「 広播」(有線ラジオ)の 放送代。

　 3)軍 人補助金:軍 人(す でに死亡 した者を含む)や その家族に対する補助金。

　 4)養 老基金:樺 皮廠鎮立 「敬老院」(1軒)に 対する補助金。

　 5)民 兵訓練費:民 兵とは 「農民兵士」の略で,正 規部隊の予備軍的な存在である。

　 6)集 団累積金:工 場建設など集団事業に備えた掛け金。

　 7)防 電基金:電 による災害に備えた保険金。

　 8)予 防接種代金:こ こでは,主 に家畜の予防接種を指している。

　 9)青 年 ・婦女活動費:主 に 「五 ・四」青年節や 「三 ・八」婦女節に使われる。

　 10)「場院」火災保険:食 糧倉庫など公共施設の火災に備える保険金。

　 11)水 利税:ダ ムなど水利工事に当てられる税金。

　 12)映 画代:農 村の各村を巡回しながら定期的に上演される映画の観賞代金。

　 13)耕 地養護基金:主 に土質の改良に使われる。

　 14)道 路整備基金:道 路の建設および補修に当てられる。

　 15)村 幹部の賃金:村 幹部は通常村長,共 産党支部書記,会 計,出 納,治 安管理員,

　　 婦女主任などより構成される。

　 16)村 政府基金:村 役場の建設 ・補修や事務用品の購入などに使われる。

　 17)村 教育費:も っぱら村立小学校の諸経費(教 職員の給料を含む)に 当てられる。

　以上の税金の うち,村 政府に納める税金(15)～17))以 外はすべて 「樺皮廠鎮経

営管理所」に納めることになっている。農民にはまた,こ れらの税金のほかにも鎮民

税や農業税(約30元/1ム ー=1,000m2)及 び国債購入の義務などの負担が課せられ

てお り,こ れらの出費を合わせると,4人 家族の場合,毎 年の支出が約200元 となる。

　そのほか,星 火村では身体障害者たちもまた,社 会保障制度に対 してかなりの不満

をもっていた。星火村には,小 児麻痺にかかった身体障害者だけで7人 いる。小児麻

痺にかかった原因は,旧 ソ連から輸入した注射液(1960年 代初期)に あると言われて

お り,こ の7人 も,全 員が幼い頃に注射液を取 り間違えられて足など身体の一部が麻

痺 したとのことである。ちなみに政府は,こ れまでに被害者に対 して何ら補償もして

くれなかった。
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皿.農 閑期 の生活風景

　 「生産責任制」以降,農 業生産性が著 しく向上 し農民の労働事時間は大幅に短縮 し

た。農民たちの話によれば,農 地が狭いほかに近年は除草剤や科学肥料の使用により,

1年 の うち純粋に農業生産に当てる時間はわずか3ケ 月に過ぎないとい う。つまり今

は,仕 事がな くても毎 日 「出勤」 しなければならなかった集団農業の時代と違い,好

きな時間帯に好きな分だけ仕事をすれぽよいのだ。 しか しそ うなれば,農 民とくに出

稼ぎに行っていない人たちは,農 作業に当てる時間よりも遙かに長い農閑期をどのよ

うに過ごすかが問題になってくる。かれらが如何に来る日も来る日も続 く暇を消化 し

ているかを調べるために,わ たしはまず2つ の農家を対象に1日 の生活を具体的に観

察することにした。

　 1日 の生活には多種多様な側面が含まれてお り,そ れらを観察し記述する方法もま

たさまざまである。本章第1節 では,ま ず調査者が川辺屯の金氏家(5人 家族)と 北

屯の崔氏家(4人 家族)に それぞれ寄宿 しながら記録 した,あ る1日 の生活に関する

観察ノー トを紹介する。それ以降の節では,こ うした日常生活のなかにもみられる老

人たちの姿や,近年では娯楽の王様とまで言われているマージャンについて記述する。

1.農 家 の1日

　a.川 辺屯の金氏家族の場合

1992年7月30日

午前5:00

　奥さんが起床。続いて主人(家 長)が 起床。奥さんは台所に回 り,主 人は庭に出る。

午前6:05

　家長の母(80才)で あるハルモニが起床。続いて家長の息子(休 暇中の大学生)と

娘(休 暇中の高校生),そ して筆者のわたしが起床。

午前7:10

　全員が厨房の窓際寄 りの一角に集まり,丸 い食卓を囲んで椅子に座る。姑 と嫁との

関係が緊張 した雰囲気のなかでの朝食。食事の内容は,ご 飯(パ ブ)に 妙め料理3品,

コチュジャンと呼ばれる唐辛子醤を真っ赤に塗 り込んだ野菜サラダなど。

　朝鮮語におけるパブという言葉は,日 本同様主食の飯を指すだけでなく食事一般を

意味する。また,ご 飯を炊 くときに大豆,小 豆,緑 豆,粟,玉 蜀黍,大 麦,棄(な つ
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め),栗,馬 鈴薯などを一定の割合で米と混ぜて炊 くこともよくある。朝鮮族の習慣

では,ご 飯 と汁は匙で掬 って食べ,そ れ以外の副食類たとえばキムチ類や浅漬けの野

菜 ・山菜,ナ ムル類,煮 もの,焼 きもの,胎 類,干 物類などは箸でとって食べるのが

正 しい食事法 とされている。ナムルとは,ほ うれん草,芹,も や し類,わ らび,ぜ ん

まい,茸 類などを茄でてから,胡 麻,醤 油,葱,に んに くなどを刻んだものを和えて

できあがったものである。なお胸 とは,新 鮮な牛肉や魚を生のままにして酢唐辛子醤

をつけたものを指す。

　ご飯と汁類を食べるときには,食 器を手でもたず食卓に置いたままにし,日 本人や

漢族のように器に口を付けて汁をすすらないのが礼儀とされている。それから,か つ

ては年寄 りを尊敬する意味で老父母を子孫と分けて別の部屋で食事をさせた家庭も多

かったが,最 近は家族全員が同じ部屋の同じ食卓で食事をするのがほとんどである。

その理由の1つ として,近 年では老父が亡 くなって老母だけが残 っている家庭が圧倒

的に多 く,老 母だけを単独の食卓で食べさせるのは却って年寄 りを寂 しくさせてしま

うからだと村びとはいう。

午前8:20

　賭けマージャンをやるために,近 所か ら3人 の中年男性が当家に集合。食卓はたち

まちマージャン卓に変身する。奥さんは横で主人の 「参謀」を勤め,わ た しと大学生

もその隣で観戦。

午前9:00

　マージャソ観戦者が四方から続々と到来。ハルモニは,た め息を付きながら外出す

る。

正午12:20

　昼食。料理はいつも奥 さんが担当。3人 のマージャン仲間のうちの1人 も残 って当

家族と一緒に食事をする。

　昼食は,朝 の残 りものに野菜類を足して簡単に済ませるのが普通だが,客 がみえた

ときには肉や魚料理を新たにつ くる。約10年前に較べると,現 在はどの家庭でも食生

活が随分豊かになったという印象を受ける。

午後1:05

　大学生とわた しを除いた全員が昼寝をする。高校生の娘は,朝 方に外出した きり帰

って来ない。

午後2:30

　午前中と同じメンバーによる賭けマージャソが再開される。食卓(マ ージャソ卓)
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を囲み,午 前中と同 じ時間が流れる。ハルモニは庭先の木陰に座ってぼんや りと遠方

を眺めている。わた しと大学生は,昼 食の後ずっと木陰で雑談をする。ハルモニは話

相手が欲しくなったのか,わ たしに何度も話 しかけてくる。

午後3:55

　奥さんは自転車に乗って,約2km離 れた樺皮廠鎮センターの食品市場へ夕食のた

めの卵や肉類を買いに出掛ける。

　鎮セソターには,鎮 立百貨店や食品店のほかに,さ まざまな個人経営の商店や市場

がある。市場は衣類だけを売っているところもあれば,野 菜や肉類を専門に扱 う生鮮

食品市場もある。これらの市場は毎 日大勢の人で賑わっており,特 に日曜 日になると,

四方の遠方村からも人が集まり,市 場は一層の賑わいぶ りをみせる。

　主に田圃を営む朝鮮族の場合,割 り当てられた畑の面積が比較的に少ないため,一

部の野菜を鎮セソターの市場で買って食べる家庭も少な くない。また,食 用犬は食品

市場から少 し離れた 「馬市」付近で日曜ごとに売られている。

　馬市は川辺屯 と北屯の間G'`位置 し,周 囲20km半 径以内に住む漢族農民が,日 曜

ごとに定期的に集まって馬や ラバ,ロ バ,牛,豚 などを売買する牲畜市場である。売

値は,成 牛1頭 が1,500～2,000元(3～4万 円)と いったところで,馬 は牛に比べて

若干安い値段で売られていた。それか ら,重 さ20kg前 後の小豚1頭 が100元 で,食

用犬とほぼ変わらない値段で売 られていた。

　筆者が馬市を見学 して驚いたことは,そ こで売 られている牛はもはや役牛 としてで

はなく,す べて食用牛として売られていたことであった。数年前に同市場を訪れたと

き,牛 は農業生産における大切な役牛 として売買されていた。それが現在では,役 牛

が完全に トラクターによって代替 されて しまったのである。 トラクターは 「鉄牛」 と

い う別名をもってお り,か つては値段が高かったために,一 般農民にはとても手を出

せなかったものであった。 しか し現在は,4,000元 前後の値段でそれが買えるとい う

のだか ら,2,3頭 の牛や馬を買 うより,トラクターを1台 買ったほうが採算に合 う。

夕方6:00

　 各マージャソ・メン・ミーの家族員(奥 さんや子ども)が 相次いで夕食の催促にや っ

て来る。

夕方7:15

　 マージャソの勝敗を話題にしながらの夕食。野菜,魚,肉 類のほかに,伝 統的な酒

である 「濁酒」(タ ッチュ)が 出された。

　 濁酒の色が黄色いことから,漢 族はそれを 「黄酒」(フ ァソチュ)と 呼んでいる。
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当地域における濁酒は玉蜀黍を原料に したものが多 く,大 抵の家庭では,主 婦がタン

ジと呼ばれる壷を用いて家で醸 している。なお夏によく飲む一般的な飲み物として,

「甘酒」(カ ムチュ)と い うものがある。 これはご飯を発酵 させてつ くる飯粒入 りの

甘い飲み物で,ア ルコール分はほとんどない。

夜8:20

　ハルモニは,た だぼんや りとオソドルの上に座 って天井を眺める。奥 さんは寝転ん

で 『ア リラソ』(「阿里郎」)とい う朝鮮語の雑誌を読む。わた しを含めた残 りの全員

は,14イ ソチの白黒テレビの前に座ってスポーツ番組を観賞する。

夜9:30

　奥 さんと娘が全員の布団を敷き,そ れぞれの人は足を洗って寝る準備に入る。

　b.北 屯の崔氏家族の場合

1994年2月14日

午前5:25

　紙張 りの天井裏を駆け回る鼠たちの不気味な足音や,爆 発する赤ん坊の泣 き声にわ

た しはすっか り目を覚ましてしまった。

　若奥さんは,布 団のなかで赤ん坊に乳を飲ませながら,寝 言に近い,低 くてはっき

りしない声で赤ん坊をなだめる。主人の崔さんとその老母は,ま るで何も聞こえなか

ったように寝ている。

　オンドルは朝方になっても依然として温かい。わた しは背中でオンドルの余熱を感

じながら,顔 だけが布団の外の冷たい空気に触れた。

　冬の日の朝の空気には新鮮な酸素がたっぷ り含まれていて,息 をする度に頭脳が一

段 と明晰になってくるような気がする。都会にはめったにないこの贅沢さを味わいな

がら,わ た しは膀胱に尿が溜らないかぎり,い つまでも布団のなかにじっとしていた

いような気が した。

　 ここでは,呼 吸するだけで自然の恵みと幸せを感 じる。

午前6:30

　若奥さんが一番先に起きて台所に回る。 しぽらくすると,火 おこし用の 「電風扇」

(電動扇風機)が 回転する機械音や,釜 に水を差す音が聞こえてくる。間違いなく竈

の焚 き口に火を入れ始めたのである。

午前6:45

　近所に住む親戚の1人 が,み んなの寝ている部屋のなかへ入って来る。鎮セソター
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へ買い物に行きたいので,オ ー ト三輪車を貸 して くれとのことであった。主人の崔さ

んは,鍵 を渡 してから再び寝て しまう。

　寒いせいか,外 では何度もエソジンを掛ける音が聞こえて くる。

午前7:10

　近所に住む崔さんの兄が部屋のなかへ入って来て,ま だみんなが寝ているのをみて

そのまま撤退する。

　特に用事がな くても,足 の向 くまま親戚や友人宅をひょいと尋ねることは,こ こ田

舎ではごく自然なことのようである。

午前7:50

　わたしの隣で寝ていた主人の老母が起きて外出する。この日は近所で,あ る老婆の

「還甲」(還 暦祝い)が 行われるので,お そらくそちらへ足を運んだのだろ う。わた

しも還暦祝いが行われる家へ行って写真を撮ろうと思い,主 人の崔 さんより先に布団

のなかから起き上がった。

　旧正月からまだ3日 しか経過していないので,村 のあちこちで結婚式や還暦祝いが

行われているのである。つまり,こ の時期は農閑期で,ま た金銭的にも比較的ゆとり

があるため,1年 のうちに祝い事が最も集中している。当日村では2つ の結婚式が同

時に行われた。ところが崔さん夫婦は,御 祝儀を出すのが大変なために,結 婚式に出

席するのを断念 していた。ちなみに最近では,御 祝儀の相場が50元 以上だという。

午前8:00

　主人の崔さんが起床。若奥さんがプラスチ ック製の赤色の盟(た らい)に 洗顔用の

湯を半分ほど入れて部屋のなかに入って来る。先に勧められたが,わ たしは先ずおし

っこを して来るからと言って盟を家の主人に譲った。

　外から帰って来て,わ た しは石けんをつけるのが面倒だと言いながら,も ってきた

タオルを井戸水で濡 らして顔を大ざっぱに拭いた。

　わた しが盟で洗顔することを断った本当の理由は,前 日の夜に,若 奥様が同 じ盟で

赤ん坊のお しっこを受ていたのを目撃したからである。

午前8:20

　朝食。食事には,崔 さん夫婦とわたしのほかに,た またま食事の時間帯に遊びに来

ていた崔さんの友人である朴さんが加わった。

　食卓にはご飯,味 噌汁,漬 物類,に んに くの芽を入れた卵焼き,鮒 と青唐辛子を煮

込んだ鮒鍋などが乗せられた。普段よりは少し豪華な食事内容である。

午前9:10
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　若奥さんは食卓を片付け,崔 さんと友人の朴 さんはタバコを吸いながらおしゃべ り

を し,わ たしは横で2人 の話を聴 く。話の内容は,主 に都会へ出稼ぎに行った村びと

たちに関するものや,鎮 センターのヤソスという名前のチソピラに関するものである。

午前10:00

　わた しが還暦祝いの写真を撮 ってから崔さんの家に戻って来ると,崔 さんはもう1

人の友人である金さんの家へ飲みに行こうとわたしを誘 う。正月だから,今 日は親友

同士で金さんの家に集まって,1日 を楽 しく過ごしたいとのことであった。

午前11:30

　崔さんの友人である金さんの家で,仲 間同士による新春初の飲み会がはじまった。

金さんの家に集まって来たのは,金 さん夫婦のほかに崔さん夫婦,朝 食を崔さんの家

で済ました朴さんとその奥さん,わ たし,そ れにもう1人 の独身男である李さんで,

合計8人 であった。

　金さん(34才)は,鎮 セソターの造酒工場で トラックの運転手を してお り,妻 は村

立朝鮮族小学校で先生をしている。

　朴さん(35才)は,家 で大豆 もや しを専門につくり,鎮 内の各料理屋に販売してい

る。わたしが約半年前に彼に会ったときは,近 くの県営食糧倉庫で日雇い労働者とし

て働いていた。彼の妻は,数 ケ月前から藩陽市のある朝鮮料理屋で従業員 として働い

ている。ちなみに北屯では,数 年前から水不足でほとんど農業生産が行えな くなって

いる。

　 崔さん(34才)は 小児麻痺の身体障害者であ り,健 常者 と同じように仕事をするこ

とはできない。1993年 の12月から,彼 はわたしの援助で鎮センターで小さな料理屋を

経営するようになった。なお彼の19才 になる若奥さんは,家 で家事労働に専念 してい

る。

　 李さん(33才)は 軽い精神分裂症にかかっており,い まだに結婚相手が見つからず,

親と一緒に暮らしている。ちなみに彼は,数 週間前に長春である漢族娘に手を出した

ために1ケ 月拘留されて釈放 されたばか りであった。また,彼 の父親は数年前 までは

村で屈指の金持ちであったが,今 から約4年 前に,共 同事業をしていた吉林市のある

人に資本金約1万 元をだまし取 られ,ほ とんどの財産を無 くしてしまった。それ以来,

李 さんの父親は誠実なキリス ト教徒 として毎朝村の集会所に通 うかたわら,金 をだま

し取った男を捕まえようと,雨 の日も雪の日も1日 も休むことなく,ほ かに仕事もし

ないで毎 日汽車に乗 って吉林市に通 っている。現在家計はもっぱら李さんの母親1人

に頼っており,具 体的には鎮セソターで山菜や焼き餅を売っている。
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午後2:10

　酒席が撤去され,娯 楽の王様 といえる賭けマージャソが始まった。男性2人(朴 さ

ん と金さん)は 酒を飲み過ぎて横になっていびきをか く。女性3人 と李さんがマージ

ャン卓(食 卓に毛布を被せたもの)を 囲み,わ たしと崔さんは横で観戦する。

夜8:30

　マージャン中止。女性たちの手で再び酒席が設けられ,昼 間と同 じメンバーによる

宴会が始まる。

　皆が話 し合った結果,次 の日は朴さんの家に集合することが決まった。

夜10:05

　みな遊び疲れ,各 自の家に退散する。

2.ハ ルモニ(お ばあさん)た ちの生活 と老人協会

　川辺屯の60才以上の年寄 りの人口は男性が8人(う ち,漢 族が1人)で,女 性が17

人(う ち,漢 族が2人)で ある。ここでは,世 帯調査を行った70世帯の うち,ハ ルモ

ニを抱えている15世帯についての調査結果を基に,農 閑期を中心 とする彼女たちの日

常生活や近年における意識の変化及び老人協会の活動Y'`ついて触れる。

　川辺屯のハルモニたちは,平 均朝の5時 から6時 の間には起きて食事の支度をした

り,家 に早起 きの嫁さんがいてその必要のない者は,外 に出て庭や野菜畑を見回った

りする。1983年 以前の集団農業時代には,今 より2時 間も早 く起きて食事の支度を始

めなければ,イ ルクン(家 事労働ではな く,外 の田圃や畑で農作業をする男女の労働

力)た ちを7時 前に仕事場へ送 り出すことができなかったという。

　 ところが,家 族単位で農業をやるようになってから,農 民たちは集団労働の拘束か

ら完全に解放され,好 きな時間帯に仕事ができるようになった。そ して若い女性たち

も,以 前のように朝早 く起きる必要はなくなった。その結果,農 繁期はともか く農閑

期においてまで,年 寄 りのハルモニたちが朝食の支度をする風景がみられ るようにな

った。

　ハルモニたちの話では,決 して朝食が作 りた くて早起きしているのではないという。

農作業のないときぐらい嫁さんにご飯を作 ってもらいたいのだが,若 い人たちはもは

や以前のようには早起 きしないので,仕 方なく自ら朝食の支度を始めるのだとある老

女は語 ってくれた。彼女たちが言 うには,み んなのロに合うような料理をつ くるのは

大変なことであるに違いないが,嫁 はもっと年寄 りのことを大切にしてほしいとのこ

とであった。なかには,こ の頃の嫁は年長者への礼儀を知らないだけでなく皆怠け者
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になってしまい,年 寄 りを大切にしてきた古き良き伝統はもはや失われてしまったと

嘆 くハルモニもいた。

　またそれ とは逆に,朝 鮮半島にいた頃に較べて,家 庭内における礼儀作法が簡略化

した現在のほうが,嫁 にとってもほかの家族員にとっても気が楽で良いと言 うハルモ

ニも何人かいたことには驚いた。いずれにせよ,全 国的に推 し進められている改革開

放政策は,古 い習慣のすべてを否定する勢いで農村地域にも大きな影響を及ぼ してお

り,家 族における年寄 りの権威が大きく揺 らいでいるのは確かである。

　午後になると,ハ ルモニたちは菜園の手入れをした り,洗 濯物を入れた盟を頭上に

乗せて気の合 う者どうしで連れ立って川辺の洗濯場に出掛ける。洗濯が済む と,一 部

の衣装には糊付けをして砧打ちやアイロソを施す。洗濯機のある家庭でもただそれを

飾 ってあるだけで,年 に数回使 うか使わないかである。 これには,主 に次の3つ の理

由が挙げられる。

　 まず,田 舎では水道がないために,洗 濯機で洗 うことはできても濯ぎは槽外で行 う

しかないのである。次に,田 舎では果物(す ももや杏など)の 汁や機械油などによる

衣類の汚れがひどく,洗 濯機で回すだけでは汚れが落ち難いばか りか,錆 を含んだ汲

みあげ式の井戸水により,白 い服が却って汚れてしまう恐れがある。第3の 理由は,

何といっても川で洗濯をするとい う昔ながらの習慣があるからである。広いところで

洗濯するのは気持ちよいことだ し,川 辺はおしゃべ りの場としてもなかなか快適であ

る。特に夏の季節には,皆 川や池など家の外で洗濯をするのを楽しみにしている。冬

は寒いので主に家のなかで洗うが,そ の場合にも湯を沸か し,井 戸水に含まれている

錆を沈めてから手で洗 う。

　朝鮮族社会では,庶 民は古くから白い衣装を好み,そ のため朝鮮族はしぼ しぼ 「白

衣民族」と呼ぼれることもあったが,今 は年寄 りだけが白い服を好んで着るようにな

っている。特に温かい季節になると,年 寄 りたちは一様に白いチマ ・チ ョゴリを身に

付ける。なお誕生日や正月などの 「名節」には,色 鮮やかなチマ ・チ ョゴリを身Y'`付

けることが多い。男性の年長者は,「パジ」 と呼ばれるズボンの上にチョゴリを着る

のが習慣だったが,最 近では年寄 り層が減ってきたことや,中 年以下の人は全員が漢

族 と同 じ服を着るようになってきたため,男 性の間では,民 族衣装の姿がほとんどみ

られな くなっている。

　 一方,現 在のハルモニたちの生活が全体的に以前 よりずっと楽になったことは確か

である。昔と違 って各家庭では豚などの家畜類 もほとんど飼育しなくな り,1960年 代

から1970年代にかけて盛んだった麺編みの副業も完全に姿を消してしまった。ハルモ
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二たちだけでな く,ほ かの家族員の労働量 も以前より遙かに少なくなったといえる。

　豚の飼育がなくな りつつあるのは,飼 料が大幅に値上がったため,養 豚が昔のよう

に現金収入に結び付かなくなったからである。それに 「生産責任制」になってから,

生産性が普遍的に向上 し,農 業における収入も以前より大幅に増加 した。だからとい

って,新 しく何か現金収入になるような副業を始めるには,資 金不足でこれもなかな

か巧 くいかないのが現状である。都会でも農村でも労働力はあまっている状況なので,

村の若者は右へも左へも動けない状態にあった(と ころが,半 年後の第二次調査時に

は,多 くの若者がすでに出稼ぎのために屯を離れていた)。

　その結果,若 者たちはますます年寄 りの言 う 「怠け者」にな り,酒 を飲んで賭博を

やるのが日課 となってしまった。最近星火村では,一 部の若い女性までがマージャン

の魅力にとりつかれ,ハ ルモニたちの労働量は過去に較べて総体的に減ってはいるも

のの,な かにはやは り忙しくしている者もいる。孫のいる家庭では孫の面倒をみた り,

せめて卵でも食べ ようと鶏や家鴨を飼っている家では,それらの飼育に追われている。

　そのほかにも炊事の手伝いや,米 に混じっている糠や石つぶ,虫 などを拾った り,

家のなかの蝿をとった り,便 所に灰を撒いた り,あ るいは倉庫を見回 り鼠の通 り道を

塞いだ りしながら,一 時もじっとしていられない者もいる。 とはいうものの,誰 かの

家に珍客が来た り,年 寄 りの誰かの誕生日だった り,あ るいは村内で結婚式や赤ん坊

の誕生祝いがあった りする場合には,迷 わず手を休めて呼ばれていくのである。

　 1日 のなかで,ハ ルモニたちが最もゆっくりできるのは夕食の後である。片付けを

終えてから,い つもの溜 り場へ足を運んでお しゃべ りをした り,花札で遊んだ りする。

ハルモニたちにとって,花 札は昔から続いている代表的な娯楽であ り,現 在の新 しい

傾向といえば,僅 かだが金を賭けるようになったことや,ほ とんど毎 日村のどこかで

花札で遊ぶ人がいることである。昔は大豆やとうもろこしの粒を小銭の代わ りに賭け

ていた程度だから,金 が賭けられ るようになったことは,そ れだけ生活 も豊かになっ

たと言えるのかもしれない。なにしろ昔は,花 札をやる暇 も余裕もなかったのである。

　夜の9時 頃になると,ハ ルモニたちはそろそろ各自の家に戻 り寝る準備をするが,

少 し中国語のわかる者は,11時 近 くまで家族の者 と一緒にテ レビをみた りする。ある

いは,夕 食を食べたあ と村の広場などに集まって,「老人ディスコ」 とい う新式の踊

りを稽古する。

　ハルモニたちは言 う。昔は遊ぶ ことを知 らないでひたすら働いた。言葉も習慣も異

なる土地で生き残ることだけを考えた。 しかし今は,農 業技術が発展 して年に2,3

ケ月働 くだけで,残 りの時間はみな自由に遊べるようになった。人びとはもう昔のよ
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うに朝鮮人 として肩身の狭い思いを しな くても済む ようになった。誰かに拘束 される

ようなこともなくなった。洗濯の量も減 り,全 体の労働量は昔に比べてうんと少なく

なった。これからは家族の者と仲 よくし,残 りの人生を存分に楽しみたい。 しか し若

い人たちは女を含めて農閑期には何 もせず皆マージャソに耽っているのをみると心が

痛むし,ま た腹も立つ。食事の時間になっても家へ帰って来ない し,夜 遅 くまで遊ん

で朝は起きて くれない。この頃の若者 といえぽ,年 寄 りの言 うことはちっとも聴かな

いし,世 の中の風紀も完全に乱れている。生活は確かによくなったが,み んなが幸せ

だとは限 らない。

　今から約10年 前(1981年 ～1983年),筆 者は川辺屯によく遊びに行った。高校時代

の親友がこの村に住んでいて,都 市ではなかなか賞味できない食べ物を 目当てに,月

に1,2回 は通 っていた。あの頃はまだ 「生産責任制」に移行していなかったため,

仕事に対する農民の意欲も低かった。そ して仕事のない日でも,農 民は毎 日仕事場へ

向かわなければならなかったのである。その結果,家 事労働の大半は年寄 りのハルモ

ニたちがすることになっていた。またその頃は,ほ とんどの家庭で豚を数匹ずつ飼っ

てお り,そ の世話だけでも大変な労働であった。そのほかb'`も水汲みや炊事,洗 濯,

孫たちの世話にいたるまですべてハルモニたちが手伝わなければならなかった。当時

は炊事用の燃料が腐った藁や干 し草 ぐらいで,火 を起こすだけでも大変であった。そ

れが現在では,ほ とんどの家庭でプロパソ ・ガスや石炭を燃料 としており,そ れに電

気炊飯機も普及し,炊 事は以前 より遙かに楽になっている。またrl人 っ子政策」に

より,孫 の世話も以前ほど忙 しくはなくなった。

　 娯楽に関 していえぽ,十 数年前までは花札は正月や祭 りのときに限っての娯楽だっ

たし,派 手な民族衣装を着て踊 りを楽 しむ余裕などなかった。ましてや集団で大都会

へ旅行に行 くなど想像もつかなかったのである。

　 朝鮮族社会において,女 性が男性より勤勉でよく働 くことは広 く知られている。な

かんずく現在の中国に生きる朝鮮族のハルモニたちは,移民一世としての苦労も多 く,

昔ほどではないにしても,今 なお若い人たちと同 じように働いている者もいる。「生

産責任制」が実施されて以来,農 民は時間を自由に支配することができるようになっ

たぽか りでな く,農 業生産における生産性も大幅に向上 し,仕 事の時間も大きく短縮

した。

　 したがってある意味では,家 族におけるハルモニの存在感が以前より薄れてきた と

いえる。だが,彼 女たちこそ移民一世 として,ま た伝統的な朝鮮族の女として一生を

働き続けてきた典型的な存在である。彼女たちのお陰で,次 の世代が異民族社会に巧
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く溶け込み,二 度と 「ピョパジゲ」(骨がす り減るまで)働 かな くても済むようにな

ったのである。

　 「生産責任制」が導入される前まで,中 国東北部の農村朝鮮族社会には,年 寄 りを

大切にする風習から 「読報組」(ト ッポジョ)と 呼ぼれる老人組織が各村に設置され

ていた。「読報組」は朝鮮族独特のものであ り,付 近の漢族村にはこれに相当する老

人組織はなか った。「読報組」とは,文 字通 り 「新聞を読む組」という意味だが,そ

れを設置 したそもそもの目的は,年 寄 りたちが定期的に集 まって新聞を読むことで世

の中を理解 し,な おかつ識字率を高めることにあった。そのほかにも,村 で何か トラ

ブルがあった場合には,生 産隊の幹部らに加えて,「読報組」の老人たちが出頭 して

問題解決に当たったのである。

　 とはいうものの,実 際に 「読報組」が上記のような役割を果たしたことは希有で,

そこはただハラボジ(お じいさん)た ちが集まって暇をつぶすところに過ぎなかった。

言 うなれば,そ こはハラボジたちが寄 り集まって将棋をさした り,パ イプをくわえて

朝から晩まで世間話をするところだ ったとの見方が有力である。

　近年,農 民たちの生活が大きく改善されるにつれ,ハ ルモニたちもそれまでの忙 し

い家事労働か ら解放され,従 来の 「読報組」は老人たちの純粋な娯楽組織とな り,名

称も 「老人協会」に改められた。改称後の現在は,ハ ルモニたちが当該協会の主役 と

な り,定 期的に旅行や遠足を組織 した り,宴 会や舞踊会を催 した りしている。

　今日の 「老人協会」に対する資金i援助は主に村政府からなされるほか,年 寄 りを抱

えた各家庭からもなされている。「老人協会」にはまた付属の土地(水 田と畑)と 養

魚池があ り,自 分たちが働 くほか,若 い人たちの手も借 りながら資金づ くりに取 り組

んでいる。

　老人たちは,1992年 度にそ うした付属の土地の耕作をして約4,000元 の収益を上げ

た。ある程度体力に自信のある老人は本人たちが直接農業生産に参加するが,そ うで

ない場合には,家 族員の誰かが代わ りに出勤することになっている。

　 1992年 現在,「 星火村老人協会」に登録されている老人の数は80人 余 りである。同

協会の規定では,年 齢が50才 以上であれぽ誰でも自由に入会できることになっている

が,な かには入会費が払えないほど貧しかった り,自 分が働けないがために嫁を代わ

りに働かせるのが嫌で入会 していない者 もいた。なおキ リス ト教信者たちは,一 切老

人協会に加入していなかった。

　 1993年春の老人協会の活動状況をみると,週 に1回 の割合で老人たちが集まって会

食をした り,踊 りを楽 しんでいた。 目下,「 老人協会」では新たな旅行を計画 してお
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り,行 き先を長白山(白 頭山)に するか,そ れとも北京にするか迷っているところで

あった。

　「老人協会」ではまた,毎 年の春 と秋にはピクニヅクを組織 し,春節や国際婦人デー,

端午(陰 暦5月5日),秋 夕(陰 暦8月15日)な どの 「名節」には,連 日宴会を催 し

てさらに盛 り上がる。 このような消費行動は,以 前なら贅沢な資本主義的な遊び方と

して批判されたに違いないが,今 は村政府はもちろんのこと,中 央政府もこれ らの活

動を支持しているとハルモニたちは話 してくれた。

3.娯 楽 の王様 一 マー ジ ャソ

　1980年代に入ってから,都 市 と農村を問わず全国各地では空前のマージャン ・ブー

ムが沸き起 こった。これは一には,人 びとが金銭的にも時間的にもある程度の余裕が

できたことを意味 し,二 には,ギ ャソブルに対する政府からの引締が以前よりずっと

緩 くなっていることを意味する。

　朝鮮族村において,花 札や トラソプによるギャソブルは古くから存在 したものの,

マージャンによるギャソブルが現れたのはごく最近のことである。星火村でも,1987

年頃からマージャンがそれまでの トラソプに取って代わ り,未 曽有の規模で流行るよ

うになった。

　マージャンによる博打を最も多くやるのは中年や若年の男性であ り,近 年では若い

女性や中年女性も増えてきている。小 ・中学生は主に トラソプ遊びをするが,マ ージ

ャソの遊び方も日頃から見物 してほとんどの者が知ってお り,な かには大人たちと一

緒に遊ぶ者もいる。それに対 して,ハ ルモニを中心とする年寄 りたちは相変わ らず昔

ながらの花札をやっている。

　川辺屯内の道を歩いていると,必 ずどこかの家でマージャソパイを掻き混ぜ るジャ

ラジャラという音が聞こえてくる。それも毎 日数ケ所で大勢の人が遊んでいるため,

いつ村を訪れても賭博の光景はみられる。賭け金の相場は季節によって異な り,賭 け

率の低い夏季の場合でも,運 の悪い者は1日 に50～200元 は負ける。

　賭ける金のない者は,横 で見物するか道端に出ておしゃべ りをする。会話の中身 と

いえば,各 地で多発 している交通事故や強盗事件の話 テレビ番組におけるサ ッカー

の話,親 戚訪問先の韓国から帰って来ただれかれが裏 ビデオを持ち込んだ話,ま たは

どこかへ出稼ぎにでも行こうかなどの話である。そのほか,半 日も道端に座 り込んで

将棋をさした り,昼 間から誰かの家で酒を飲んだ りして暇をつぶす老 もいる。酒類は

屯内の売店で購入するが,代 金の支払いは秋の収穫後になることもしぽしぼある。

617



国立民族学博物館研究報告　　21巻3号

　一時期娯楽の王様として君臨 していたテ レビに関していえぽ,面 白い番組が少ない

ことなどから,現 在では視聴率 もかな り低下している。それに昼間はほとんど番組が

ないため,代 わ りにラジオを聴 く人が現れた。そのほか,月 に1回 か2回 ほど巡回し

て くる映画をみるのは,村 びとにとってもう1つ の楽 しみになっている。

　マージャンをやらない女性たちは,洗 濯や炊事などの家事のほかに,お しゃべ りを

楽 しみながら編み物をした り,幼 稚園に行 く前の子どもたちと遊んだ りする。そして

夜になると,中 国語のわかる中年以下の若い女性たちはテレビ ・ドラマをみた り,雑

誌や小説を読んだ りする。また天気のよい 日には,広 い庭に集まって,ハ ルモニたち

と一緒にカセット・テープレコーダーから流れてくる音楽のリズムに合わせて流行の

ダンスを踊る。

　小学生 くらいの子どもたちは,ト ラソプで遊んだ り,川 へ行った り,ま たは隠れん

ぼ うや縄跳び,自 転車乗 り,面 子(メ ソコ)な どで遊ぶ。

　星火村で娯楽の王様がマージャソだ とすれぽ,そ の次に位置するものは飲酒である。

男性は言 うまでもないが,女 性 もまた よく飲む。若い女性たちは普段はあまり飲まな

いが,正 月や 「三 ・八婦女節」(国際婦人デー),「端午節」(陰暦5月5日),「 中秋節」

(陰暦8月15日),運 動会,舞 踊会などの祭 日,村 びとの結婚式,誕 生日などには ビー

ルはもちろん,強 い 「白酒」まで飲む者がいる。そしてハルモニたちは,老 人協会を

通 して少なくとも月に2,3回 は飲む機会を設けている。

　酒を飲むときには,老 若男女が一堂に会 して食卓を囲む場合もあれぽ,年 寄 りと若

者が別々のグループに分かれて飲む場合 もある。そして,一 緒に酒を飲むときには互

いに杯を勧めるのが習慣であり礼儀である。未成年者による飲酒も一般に許されてお

り,年 寄 りの前で若者が飲酒することは,飲 酒マナーにおける儒教的伝統がかな り薄

れてきていることを意味する。

　若者が酒を飲んで トラブルを起 こすことは しば しばである。たとえば酒のつまみ用

に,他 人の養魚池の魚や鶏,家 鴨,犬 などを盗むことがその一例である。実際川辺屯

では,盗 みが原因で犬が絶滅する事態にいたっている。ちなみに第一次調査時の1992

年7月 には,漢 族家に犬が1匹 残っているのみであった。

　また,約 半年後の第二次調査時にも,2人 の若者が同屯のある家の鶏を10羽盗んで

問題になっていた。

　ことの経緯は,数 人の若者が夜中に酒を飲んでいて,途 中でおかずが足 りな くな り,

2人 の若者がある家の庭に忍び込んで鶏を2羽 盗み,残 りの8羽 も間違 って煙で殺 し

てしまったのである。馳(い たち)に よる被害を防 ぐために,夜 は必ず鶏を密閉され
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た小屋に囲んでお くが,そ れを盗むには,人 間は鶏小屋の入 り口のなかに頭を突っ込

まなけれぽならない。問題になった若者の1人 がまず頭を鶏小屋のなかに入れて鶏を

捕まえようとしたが,な かが暗 くて失敗した。そこでもう1人 の若者が,藁 に火を付

けてなかを照 らす ように勧めた。2人 は結局2羽 の鶏を捕まえて帰ったものの,残 り

の8羽 まで煙のせいで全部死んでしまったのである。

　 2羽 だけなら,鶏 の持ち主(金 さん家のハルモニ)も それほど問題にしなかったか

もしれない。ところがハルモニにしてみれぽ,自 分がいままでに心を込めて飼育して

きた鶏を一夜にして全部亡 くしてしまったのである。

　数日後,ハ ルモニはついに 「主犯」を突き止め,彼 の親のところへ苦情を言いに行

った。結局150元 の弁償金で問題は解決され,今 回もそれほど大きな騒ぎにはいたら

ずに済んだ。

　男たちは,暇 つぶしのために賭けマージャンをや り,大 金のない場合にはそれほど

金のかからないタバコや酒などを賭ける。そ して負けた者には,上 記の方法でおかず

を 「調達」させるのである。

　村では,暇 な時間を消化することが仕事以上に大事であるような感 じさえ受ける。

特に若い男たちは,何 か刺激的なことをやって暇な時間をつぶさずには居られない様

子であった。犬は以前には多くの家で飼われていたが,今 は完全に姿を消 してしまっ

た。 このような状況の下では,北 屯の若者たちが退屈なあまりに,石 ころを投げつけ

て目抜き通 りの街路燈を全部つぶしてしまったことも,何 だか理解できなくもないよ

うな気がする。

　 ところが,1993年 の春から,マ ージャソをやる人が俄然減った。特に大金を賭けて

マージャンをやる者がずっと少なくなった。集団農業から請負制農業に移行 して約3

年の間は,生 産性の著しい向上により,農 民の生活が改善 されたことは確かである。

だが,そ の後にす ぐ追随 してきた物価の上昇(米 価は不変)に より農民の生活は再び

厳 しくなった。貯金の苦手な朝鮮族は,ギ ャンブルや飲酒などで,あ るだけの金を屯

内の漢族料理屋へもって行って使い果たして しまう。特に北屯では,金 が朝鮮族のふ

ところから,漢 族が経営する料理屋を経て絶えず漢族のふところへ流れ込むかたちに

なっている。

　 朝鮮族は,「生産責任制」が実施 されて以来稼いだ金を,こ こ数年余 りの間にほと

んど使い果たしてしまった。そこでかれらは,再 び金を稼 ぐ必要に迫 られ,と うとう

今日のような三大出稼ぎブーム(都 市でのキムチ商売 ・海外や大都会における韓国系

企業での労働 ・遠近の町や都市における料理屋の経営)を 創 り出 したのである。
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　漢族は,mの 金でもこつこつと溜めようと努力するが,朝 鮮族はあるだけの金を

全部使 ってしまわないと気が済まないようである。タバコは高級なものを吸おうとす

るし,飲 酒にも大金をかける。漢族もマージャソをやるが,朝 鮮族のように1年 中や

るわけではないし,ま た儲かった金については朝鮮族のように浪費 した りしない。か

れらはどちらか というと,金 を溜めて家を建てた り,結 婚式に大金を注ぎ込むのであ

る。それに対 して,未 だに流浪民の性格を捨てきれずにいる朝鮮族は,遠 い将来のこ

とまであまり考えていないようであった。飲酒に金を掛けすぎることを反省している

者もなかにはいるが,先 祖から譲 り受けた習慣をそ う簡単に変えてしまうことはでき

ないのであろう。

皿.信 仰生活の再開 とその背景

1.朝 鮮族社会におけ るキ リス ト教の復興

　キ リス ト教が延辺(旧 「間島」)を 中心とする中国朝鮮族社会に浸透 し始めたのは

19世紀末から20世紀初期にかけてであ り,最 初の朝鮮族キ リス ト教会が設立されたの

は,1889年 に吉林省集安県においてであった 【金　1993:237-258]。 キ リス ト教はその

ほかの民俗宗教20)と ともに朝鮮族社会に浸透 したが,1949年 に中国共産党が政権を

担 当 して以来,全 国規模 で宗教や迷信 を排除す る運動が行われ,文 化 大革 命

(1966-1976)の 頃になると朝鮮族の諸宗教は跡かたもなく一掃されてしまった。とこ

ろが1970年 代末から,部 分的にではあるがキ リス ト教会が再建されるようになった。

さらに1980年 代に入 ってからは,政 府によって信仰の自由が認められるようにな り,

朝鮮族社会では空前の 「イエス教」ar)ブ ームが沸き起こった。現在では,朝 鮮族社

会のほとんどの地域,特 に農村ではほとんどの村においてキ リス ト教会 もしくは集会

所が設立されている。

　調査地の星火村では,少 し遅れて1987年 に 「星火村イエス教会」が発足 した。教会

発足時の信者数はわずか3人 で,し かも全員が年配の女性であった。この3人 の女性

20)　 中国東北部で盛んだ った朝鮮族 の民俗宗教 として,20世 紀初頭 に朝鮮半島で出現 した天道

　 教,侍 天教,青 林 教,大 宗教及び 「間 島」(延 辺)地 方 で出現 した元宗教 などを挙 げる こと

　 が できる。 これ らの宗教のほ とん どは,檀 君崇拝や儒教,仏 教,道 教 などの思想を摂取 して

　 成 り立 った ものであ り,19世 紀末 よ り20世紀初期にかけて朝鮮半 島で民族危機が深 ま りつつ

　 あ る状況 のなかで相 次いで出現 した ものであ る 【金　1993:237-258;李 　1987:237-266】。

21)朝 鮮族は カ トリックの ことを 「天主教」 と言い,プ ロテスタ ソ トのことを 「イエス教」ま

　 た は 「基督教」 と言 う。 したが って本稿 でい う 「イエス教」 は,す べて キ リス ト教 における

　 プ ロテスタン トを指す もの とす る。
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がキ リス ト教を信 じるようになったきっかけは,い ずれも隣県の大教会 「明城鎮五星

基督教会」22)(以下 「明城教会」と略す)か ら伝道を受けたことにある。その後信者

数は徐hに 増え続け,1993年8月 現在に登録されている信者数は60人余 り(う ち,男

性が約3割)で ある。

　 「星火村イエス教会」が成立して今 日にいたるまでの経過や,村 びとが入信する具

体的な理由を把握するために,わ たしは当教会の最高責任者である主執事(女 性,56

才)と1人 の一般信者(女 性,43才)か らそれぞれ話を聴取 した。以下の内容は,そ

のときに収録 した話老の口述を整理 し訳出したものである。

2.信 者 のインタビュー

　a.主 執事朴氏の話

1993年8月10日

　わたしの信仰生活は今年で7年 目に入 ります。もっとも,わ たしが生 まれて2才 か

ら14才までに,何 も知 らないで母親に連れ られて教会(吉 林省懐徳県)に 通っていま

した。あの頃はまだ 「解放」(1949年)し て間もなかったので,立 派な教会がた くさ

ん残っていました。ところが解放後の数年の間に宗教や迷信などを排除する 「三反運

動」が始ま り,わ た したちはそれ以来ずっと教会へ通 うことができませんでした。

　わたしがこの星火村で宗教活動を始めたのは1987年 のことです。実を申します と,

わた しが今住んでいるこの家は文化大革命のとき漢族のキ リス ト教信者たちが隠れて

信仰活動を行 っていた場所です。その恩恵を受けて,わ たしはこの家に引っ越 してき

たその年から熱心にイエス様を信 じるようにな りました。

　わたしが入信する当時,こ の村ではまだ誰 も宗教のことを知らなかったので,今 の

ように公の信仰生活はできませんでした。ある日,隣 県の 「明城教会」から72才にな

る1人 のイエス教 「伝道員」がこの村へやって来て,聖 書を1冊 くれたほか讃美歌を

3曲 教えて くれました。そのときこの村で伝道を受けた人は3人 で,わ たしはそのう

ちの1人 で した。その翌年,他 村に住んでいたわたしの1人 の姉も信者Y>`加わ り,合

22)　 「明城教会」 は,吉 林地区最大(約300人 収容)の 朝鮮族 キ リス ト教会 の1つ と して知 ら

　 れ ている。永吉県 と接 してい る磐石県 の明城鎮に位置 し,星 火村か らは汽車 で約4時 間かか

　 る。星火村 イエ ス教会 が必ず しも明城教会 と組織的なつなが りを もっているわけではないが,

　 以前に同教会か ら伝道を受けた ことか ら,あ る程度の影響 は受 けてい るとい える。筆 者は調

　 査期間中に一度だけ明城教会を訪れ たことが あるが,当 教会 は朝鮮族教会の特徴を色濃 く保

　 ってお り,信 者たちは床に座布団を敷 き正座 して礼拝を行 う。 なお当教会では,遠 方 か ら訪

　 れてきた信者た ちのために宿舎や食堂を用意 してお り,伝 道 を受けに来 る人た ちのために細

　 心の配慮が なされてい る。
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計4人 でこの家で聖書を勉強し始めました。

　その頃,鎮 センター(星 火村から約1.5km離 れたところにある樺皮廠鎮政府の所

在地)に はすでに漢族信者のためのイエス教会があ りました。わたしたちは言葉上の

関係で漢族教会へは行かなかったのですが,そ こにも2人 の朝鮮族信者がいることを

あとから聞いたものですから,あ る日わたしたちは漢族教会へ行ってみることに しま

した。漢族教会で信仰生活をしていたその2人 は,わ たしたちの存在を知 って驚きと

喜びの気持ちを隠せませんでした。 こうして,わ たしたちのグループは4人 から6人

に増え,そ の後さらに12人 に達 しました。

　 ところが,間 もな く漢族教会から来た2人 のうちの1人 が自宅から通 うのに遠 くて

不便であることを理由に,8人 の信者を連れてわた したちから分離 して出て行って し

まいました。それどころか,出 て行 く際にみんなの貯金まで全部もって行 ってしまい

ました。わた しは納得がいかなくて 「なぜハナニム(神 様)の お金を全部 もって行 く

のか」と質問 しました。それに対 して相手は,「 ハナニムの意図にしたが ってお金を

すべて漢族教会に納めました」 と答えました。いくら争ってもお金は戻ってきそ うも

なかったので,わ た しはとうとう諦めました。聖書には 「下着を欲 しがる者には上着

まで脱いで上げなさい」と書かれています。

　それから数ケ月後,わ たしは偶然町でお金をもち出した当人に出くわしました。彼

女は,先 にわた しに声をかけ,「 あれ以来良心の呵責を受け,明 城教会へ行 って餓悔

して来ました」 と言 うではあ りませんか。

　その後,さ らに2人 の信者が星火村を離れてほかの教会へ行ってしまいました。つ

ま り,そ の頃にこの村で信仰活動を行っていた者はわたしと夫だけとなったのであ り

ます。わたしは悔 しくて悲しくて毎晩ハナニムに祈 り続けました。やがて,ハ ナニム

のほうからも本当に応答 して下 さいました。ハナニムははっきりした言葉でわたしに

「おいで,お いで」 と呼んで下さったのです。そこで,わ たしはまず明城教会へ出向

くことにしました。当教会の執事は,わ たしに 「絶対村を離れるな」と指示 し,「祈

り続けると必ず祝福される日が来る」と励ましてくれました。

　その後間もなく,お 金をもち出した人を含めて4人 の信者がわたしのところへ戻 っ

て来 ました。それ以来信者数は急激に増え続け,最 高60人 あまりまで増えたことがあ

ります。

　 その後,わ たしは県政府から星火村で信仰活動を行 うための許可証をもらうことが

できました。ところが,ご 覧のように資金不足でいまだに教会らしい教会を建てるこ

ともできない状況です。現在の集会所はあまりにも狭いので,せ っかくほかの村から
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やって来た信者たちも,結 局は各自の部落で地域別に礼拝を行 うほかあ りません。

　約60人 の信者のうち,男 性が20人 ぐらいいましたけれど,最 近若い男性信者は全員

が出稼 ぎのために村を離れてしまいました。今定期的に集まって くる信者数は30人 余

りで,そ のうちの6人 は年寄 りの男性です。それから,4人 の信者は4～5km離 れ

たほかの村から,毎 週の日曜礼拝のときだけここへ通っています。

　明城教会の教理は,韓 国の純福音教会23)の教理 と相通 じるところがあると言われ

ていますが,わ た したちの場合は,純 福音教会のように 「按手」(手かざしに よる治

病)は 行いません。わた したちは,患 者 さんを苦 しみから救 うためにひたすら祈薦を

行 うのみです。 もちろん按手して病気を治せる牧師さんも世の中には大勢いますが,

一時期は偽物の按手師があちこちに現れ,教 会の信用を大きく傷付けました。現在,

政府当局は按手を厳 しく取 り締まっているだけでなく,さ まざまな形でわたしたちの

宗教活動を監視しています。政府は表向きには宗教の自由を認めていますが,実 際は

あま り賛成 していません。外国(韓 国)か らお客さんが来てもすぐ調べに来るし,外

国人信者の献金まで没収 して し'まいます24)0

　イエス様を間違えて信仰すると鬼神(キ ウィシン)に な ります。治病にこだわ り過

ぎると,神 秘主義に走 ってしまう恐れがあ ります。でも,何 と言ってもイエス様の力

は最高至上のものであ ります。韓国に多数存在する祈薦院もまたそ うですが,そ こに

あるのは超能力ではなくイエス様の力なのです。これはまた中国で流行っている気功

術 とも違います。気功術は鬼神の力の一種で,鬼 神もときにはイエス様の恩恵を受け

ます。でも,い かなる場合においても鬼神はイエス様の力には及びません。

　隣村のある有名な気功師が,イ エス様を信じてみようと某教会へ通い始めたのです

が,あ る日教会で気功術を披露することにな りました。 ところがどうしても巧 くいか

ず,結 局イエス様の力によって気功は打ち負かされてしまったのです。これはつま り,

イエス様に勝てる神はどこにも存在 しないとい うことです。われわれ人間 も含めて,

この世の万物はハナニムであるイエス様が造られたのですから,わ たしたちが信 じる

ハナニムはイエス様のみです。

23)　 「ヨイ ド純福音中央 教会」は,Assemblies　 of　God教 団に属 するペ ンテ コステ系の韓国教

　 会で,1958年 にチ ョー ・ヨンギ牧師を含め てわずか5人 か ら始 ま り,1981年 の教会創立23年

　 目には信者数世界一 となった教会で,1992年5月 現在におけ る当教会 の信徒数 は約70万 人 と

　 言われている。

24)最 近は韓 国のキ リス ト教徒 による資金援助 が厳禁 され てお り,各 教会が以前 に受 け取 った

　 寄付金はすべて政府 当局 に返納す ることにな っている。 その主 な理 由は,異 端 と見なされ る

　 さまざまな韓国人宗教 団体が 中国に進出 し,朝 鮮族社会 で大規模 な伝道活動 を行い,中 国社

　 会に多大な悪 影響 を及ぼ していると中国当局が判 断 したか らであ る。
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　イエス様は,「 この世には必ず終わ りが来る。終わ りに近付 くほど,こ の世には偽

物のイエス ・キ リス トが大勢現れる」 とおっしゃいました。去年の 「十月福音」事件

(1992年10月28日 にキ リス トが降臨するというデマによる信徒たちの殉死事件)が そ

の証拠の1つ です。この事件のせいで,各 地で多 くの信者が信仰を捨てて しまい,ま

た政府側もわれわれの宗教活動を抑制 し始めたのです。確かに,辺 鄙な山村などでは

韓国の異端宗教の影響を受けた者も多いようですが,最近ではみんな悟ったようです。

　韓国では,な になに教派 というふ うに区別 していますが,中 国では教派は問いませ

ん。教会は違っても信 じるハナニムはイエス様だけです。また現在では,韓 国の牧師

や伝道師が中国の教会へやって来るためには,中 国側の教会組織を通 さなくてはな り

ません。

　中国にはまだ牧師が少なく,現 在朝鮮族の牧師は延吉に1人 と藩陽に1人 いらっし

ゃるのみです。牧師や伝道師,長 老になるためには,藩 陽か南京にある神学校を卒業

しなけれぽな りません。明城教会には権事が1人 と執事が12名 いますが,権 事は女性

の方で,今 回特別に長老に昇格することにな りました。

　わた しがイエス様に したがったのは,「復活」を信 じたからであ ります。わた しは

別に体が弱いわけでもな く,た だ現世に対して失望 したからであります。伝道を受け

るその日に,わ たしは半 日も掛けて例の 「伝道員」を問い詰めました。「イエス様を

信じたらどんな利点があるのか」,「天国へはどうやって行けるのか」など疑問に思 っ

たところはすべて質問 しました。今になって考えてみると,当 時その方は 「啓示録」

を以てわた しの質問に答えていたのです。

　イエス様を信 じるか らといって,瀕 死状態にある者が生き返るとか,万 病が直ちに

治るとかい うことはあ りません。でも,薬 もそもそもハナニムが造られたものですか

ら,イ エス様を信じる者には病気が早 く治る可能性も十分あるわけです。それに病気

というのは,人 間自身の原罪からも生ずるものであって,イ エス様を信 じる最終 目的

は,こ の世が終わる頃にイエス様と一緒に 「永生」することであ ります。

　b.一 般信者李氏の話

1993年8月17日

　わたしがイエス教を信 じるようになったのは今から約2年 前のことです。家庭のさ

まざまな悩みを解消す るために,ある日わたしは決心 して教会へ通 うことにしました。

初めは教会へ通 うこと自体がとても恥ずかしかったのです。というのは,周 りのどの

信者をみても,病 気で悩んでいる者や経済的に苦 しんでいる者ばか りで,し かも中年
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以上の女性がほとんどだったからです。でも,そ う思 うと同時に一方では 「これ らの

信者たちは身体的には正常な人間と違 うかもしれないが,頭 脳は普通の人間と変わ ら

ないはずだ。それなのになぜ存在 もしないハナニムを信 じているのか」と不思議に思

えてな りませんでした。年配の方は暇潰 しに教会へ通っているとしても,そ うでない

者はどうしてイエス様を信じるのかが理解できませんでした。さらに,お 金をやると

言 っても早起きだけはできなかった怠け者が,イ エス様を信 じるようになってか らは,

祈薦するために毎朝3時 に起きて教会へ足を運ぶ(「早朝礼拝」)よ うになったことに

ついてはなおさら不可解で した。このことは言わぽ,世 の中にはお金 よりも強い力が

どこかに存在することを意味するわけです。

　 2回,3回,4回 と教会へ通 う回数を重ねていくうちに,偶 然かもしれないが,ま

た奇跡 ともいえる数々の出来事が重なっていきました。ハナニムが存在するという証

拠があまりにも多かったので,し まいにはイエス様を信 じざるを得なくな りました。

旦那 とあれだけ仲の悪かったある女性が,イ エス様を信じるようになってから急に和

気藷々な家庭生活を取 り戻 したかと思うとrア ル中で長年家族の者を悩まし続けてき

たある年寄 りの男性が,教 会へ通 うようになってから,あ る日突然お酒をやめてしま

った例 もあります。

　実を申しますと,わ たしは息子(22才)の 勧めで教会へ通 うようにな りました。わ

たしに先掛けてイエス様を信 じ,ま たそれによって腰痛を治した妹がある日息子を教

会へ連れて行ったのです。数 日後,息 子はわた しにイエス様を信 じると病気も治るし,

心配事 も全部消えてしまうと真面 目な顔で言 うのです。普段は親の言 うことす らまと

もに聴かない息子が,そ の日ぼか りはあまりにも誠心誠意に話 していたので,正 直に

言ってわたしは感動 してしまいました。息子よりも,わ たしのほうが10倍 も20倍 も家

族の幸せを祈っていたからです。

　教会へ通う回数を重ねていくうちに,確 かに頭痛 も治 り,長 年患っていた胃の病気

もよくな りました。数年前のことですが,わ たしは胃潰瘍で手術を受けたことがあ り

ます。それ以来ずっと漢方薬を飲み続けましたが,イ エス様を信 じるようになってか

らは,薬 を飲 まなくてもまったく胃が痛まな くな りました。夜中に礼拝を終えて家に

帰って来ると,な んとおなかが空 くようになったのであります。つまりイエス様を信

じてから初めて食欲がわいてきたのです。これは本当に奇跡と言うしかあ りません。

そのときはただ,な ぜわた しがもっと早 くからイエス様を信 じなかったのかとい う悔

しさで一杯でした。それ以来,わ たしはイエス様を信じる喜びは実に絶大なものであ

ることがわか りました。は じめは,イ エス様を信じる者はみんなばかにしかみえなか
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ったのですが,今 はイエス様を信 じる者 こそ一番賢いとい うことがわか りました。

　イエス様を信 じる前に,わ たしは主人といつも喧嘩ばか りで,離 婚する寸前にまで

なっていたのですが,イ エス様を信 じるようになってから状況は一変 しました。わた

しはとにかく我慢することに徹 しました。いつか主人に理解してもらえる日がくるこ

とを信 じながら待ち続けました。主人は普段マージャンしかやらない人間で,お 金 も

ずいぶん使いました。少しでも負けたらわたしは悲 しくて主人を責めるぽか りでした

が,今 は主人が何をしようとわたしは責める気も悲 しむ気もまったくあ りません。

　人の話によります と,主 人は外で 「女房はイエスか何かを信じるようになってから

性格までよくなって,わ たしがギャンブルで金をすっても何も言わないし,す っか り

感動 している」と言いふらしているそうです。今年に入 ってから,夫 婦喧嘩はまだ一

度 もしたことがあ りません。わたしが家で聖書を書き写 していると,寄 って来て手伝

ってくれるかと思 うと,と きには家事まで手伝ってくれるようにな りました。

　わたしには20才 になったばか りのもう1人 の息子がいますが,あ の子については村

中の人が知っています。とい うのは,あ の子は生まれたときから今まで,な ぜか寝て

いる間に必ず夢をみながら布団におしっこをするのです。そのため,ほ かの子どもの

ように遠 くにある有名校に進学させることもできませんでした。頭がぼかだったらわ

たしも諦めたでしょうが,勉 強だけは幼い頃からよくできました。人様に言えないよ

うな病気でしたので,あ の子も悩み,わ たしもまた悩みました。医者にかかっても,

またいろんな薬を使ってもまった くの無駄でした。そこである日,わ た しは息子に教

会へ通 うことを勧めてみました。でも,「ハナニムよりも科学を信 じなさい」 とわた

しは却って息子に説教されてしまいました。仕方なくわた しは独 りでひたすら息子の

ために祈 り続けました。わた しの病気が治ったのだから,息 子の病気も必ず治ると信

じて熱心に祈 りました。ところが,息 子は大学の受験にまで落ちてしまい,病 気も一

向に治 りませんでした。ち ょうどその頃,わ たしは無性に明城教会へ行 きた くな りま

した。

　 ある日,わ たしは息子の機嫌のよいときにようやく息子を説得して一緒に明城教会

へ行 くことにな りました。信 じられないかもしれませんが,そ の日の夜から息子の病

気は奇跡的に治ってしまいました。他所の教会で寝泊 りするので,わ た しは息子の病

気がとても気になっていたのですが,当 日の夜 もまた翌日の夜 もまった く無事でした。

　家に帰ってから約一週間後,広 州に住んでいる親戚から手紙が来て,あ る韓国系企

業が,高 卒でしかもイエス教を信じている若い男性従業員兼通訳を1人 募集 している

とのことでした。その頃息子はまだ完全にイエス様を信じていたわけではありません
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が,一 週間過ぎても例の病気が再発しなかったので,あ る程度は信 じるようになって

いたと思います。大学受験にも落ちたし,家 にいてもどうにもならないところにその

ような手紙が届いたので,間 違いな くハナニムの恩恵だ と思いました。

　息子を広州へ行かせてからも,わ た しは心配でハナニムに祈 り続けました。それか

ら約4ヶ 月後に,息 子がお正月休みで帰省しましたが,そ の間に病気は一度も再発 し

たことがなかったとのことでした。広州では4人 の韓国人と一緒に暮 らしていたそ う

ですから,も しベ ットを臭わせたら直ちに隔離されたはずです。韓国人は特に清潔好

きですから。話によります と,会 社では社員がなにげなく頭を掻いても,直 ちに頭を

洗って来いと叱られるそうです。

　息子は今熱心なイエス教信者になっています。あなた(調 査者としての筆者)が 今

日わたしの前にこうして現れたのも,あ なたのお母さんがイエス様を信 じているか ら

でしょう。そしてあなたもいつかはイエス様を信 じるようになるでしょう。

3.分 析

　以上の話からわかるように,人 びとがキ リス ト教信者になる主な理由は,身 体的に

病弱だった り,経 済的もしくは家庭的な悩みを抱えていた りすることである。たとえ

ぽ長年疾病に悩まされがらも,さ まざまな理由により病院では有効な治療が受けられ

なかった り,家 庭内の トラブルとくに姑と嫁 との間に亀裂が生じた り,ま たは夫のギ

ャンブルで家の経済が危機にさらされたときなどがそうである。したがって伝道する

側としても,ま ずそ うした人たちをターゲットに 「福音」を伝えるのである。

　 また村びとたちの話によれば,上 に挙げた例のほかにも次のような人たちが一般的

に信者にな りやすいという。

　 1)1940年 代,あ るいは朝鮮半島から中国へ渡る以前からキリス ト教を信じていた

　　　人たち。

　 2)幼 い頃に親に連れられて教会へ通ったことのある人たち。

　 3)韓 国に親戚がいて,長 年の文通もしくは親戚訪問をきっかけに伝道を受けた人

　、　 たち。

　 4)好 奇心にそそられ教会へ遊びに行き,そ のうち信者になった人たち。

　 5)信 者である家族員の勧誘で教会へ通い出した人たち。

　 6)現 世を空 しくて短いものと感 じ,死 んでから天国へ行 く一念で信者になった人

　　　 たち。

　 以上,朝 鮮族 とくに農民たちがキ リス ト教に入信する理由について述べてきたが,
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それ とは逆に,現 に信者にな りたくてもなれない人も少な くないことをここに併記 し

ておきたい。たとえぽ本人が共産党員の場合や,夫 婦の片方(特 に男性)が 共産党員

で妻(も しくは夫)が 入信することに反対する場合がそ うである。そのほかにも,教

会に対 してまったくヨムボ(「寄付」)する能力がない(特 に都市部において)た めに,

教会に通 うことを断念 している者もなかにはいる。

　他方では,一 旦は信者になった者が脱会した り,教 会に通っていた者が途中でやめ

てしまうこともある。た とえば何回か教会に足を運んでみたところ,少 しも愉快な気

分が味わえず,信 者たちがまるで気違いみたいに祈 った り泣いた りする光景をみてや

める人もいれぽ,出 稼ぎなどのために,そ れ以上地元の教会へ通 うことができなくな

った人もいる。

　星火村におけるキ リス ト教信仰の現状についていえぽ,長 年姿を消していたキ リス

ト教が同村に紹介されてからまだそれほど年数が経っていないこともあり,大 部分の

村びとはまだ宗教そのものについてほとんど何も知 らない状況である。だが時間の経

過とともに,そ して中国政府が改革開放路線を今後 も続けてい く限 り,ま すます多く

の人が宗教とくにキ リス ト教に対 して理解を示す ようになることは間違いないと思わ

れる。キ リス ト教が紹介されてから間もない頃は,信 者たちが道端で後ろ指さされた

り,面 と向かってからかわれた りすることもよくあったが,今 はそのようなことがほ

とんどみられなくなった。今はむ しろ,信 者でもない人たちが,讃 美歌の歌声が美 し

いと言って集会所の回 りに集まって 「音楽」を楽しむなどして,徐 々にではあるがキ

リス ト教というものに興味を示す者が増えているのが現状である。

お　わ　 り　 に

　1983年 に 「生産責任制」が実施されてから農業生産の合理化は大幅に進み,農 民の

就労時間も著 しく縮小した。その結果,余 剰労働力は農村から都市へ,国 内から海外

へと流出した。なかでも,多 くの若い女性たちが農業をやめて順次都会の第三次産業

へ と転進した。出稼ぎ帰還者たちは瞬 く間に豊かな生活を実現 し,農 業一辺倒の人び

とに大きな刺激を与えた。 また韓国における労働市場の開放及び韓国企業の対中進出

は,か つてない大量の朝鮮族農民を出稼ぎの途につかせた。その意味で,同 民族とし

ての韓国人は戦後初めて中国在住の朝鮮族に大きな恩恵を与えた。とりわけ韓国企業

の対中進出は,朝 鮮族に数多の経済チャンスをもたらした。だが他方では,朝 鮮族社

会に後述のようなさまざまな悪影響を与えたのもまた事実である。

628



韓　　中国朝鮮族にみる村の生活

　近年,無 数の韓国企業の対中進出に伴い,天 津,青 島,北 京,大 連など多 くの都市

において韓国人相手の各種サービス業が急増した。ここでわた しは,調 査期間中に大

都市天津で旧友に逢 ったときのことを思い出した。

　久 しぶ りの再会を祝い,当 日の夜は2人 で韓国人向けのナイ トクラブで一杯飲むこ

とになった。青島(チン タオ)ビ ールをまだ一杯も飲み終わらない うちに,早 くも ミ

ニスカー ト姿の女性従業員からダンス ・フロアーに誘い出された。腰に腕を回して5

分ほど踊っただろ うか。彼女はにっこりと笑い,「わた しが誰なのかご存 じですか」

と言 った。強烈な香水の匂いが漂 う彼女の体に一層近づき,化 粧 した顔を じっと覗き

込んだ。「本当に分か りませんか」 と再度尋ね られたとき,わ た しは初めてあの特徴

ある声を思い出し,息 を呑んだ。まさかこのような場所でフィール ドの1人 の案内人

の若妻に出会 うとは夢にも思わなかった。わたしは調査地を訪れる度に彼女の夫 と酒

を飲み,彼 女の手料理をいただいたのも2度 や3度 ばか りではない。土産に西瓜と葡

萄を持参 し,彼 女に大層喜ばれたこともあった。彼女の声は柔 らか く女性らしさに満

ち,わ た しに対 しては常に敬語を使っていた。その彼女にフィール ドか ら数千kmも

離れた天津市で,し かも 「夜総会」(ナ イ トクラブ)で 再会す るとは夢にも思わなか

った。彼女は,わ れわれが店に入ってきたときにすぐわた しに気づいたと言った。

　店の玄関まで見送 り,彼女はわた しの頬に軽 く口づけ し別れを告げた。当日の夜は,

調査地の人びとを思い出しながら複雑な心境に陥った。彼女と同じように都会で働 く

朝鮮族女性はどれほど多いだろ うか。家族の者はおそらく彼女たちが外地で普通のレ

ス トランの従業員として働いていると思っているのだろう。実際,筆 者 もそれまでは

ずっとそのように思っていたのである。「改革開放」がこのようなかたちでフィール

ドを襲 うとは調査地では想像もつかなかった。筆者は 「満州国」時代に書かれた 『満

州紀行』 という書物のなかで,当 時の貧 しい朝鮮族女性たちが 日本人を相手に夜の商

売をしていたことを知 り,驚 くと同時にもう2度 とそのような時代は来ないだろ うと

思っていた。それが半世紀経った今,相 手は 日本人から韓国人にす り変わ ったものの,

昔 とまったく同じことが繰 り返されようとしている。だが一方では,彼 女たちのお陰

で家族や故郷の生活が次第に豊かになっていることもまた事実である。

　 こうして現れた経済変化は,朝 鮮族農民たちの意識にもさまざまな変化をもたらし

た。社会主義建設の過程において儒教思想は批判され,古 い道徳観念は葬られた。儒

教意識が希薄化するに従い,嫁 と姑の葛藤は表面化 し,若 者は年寄 りの前で平然と酒

やたぽこをやるようになった。 また移住生活を繰 り返 しているうちに,父 系親族集団

に連帯感を与えるはずの族譜を全て紛失 し,伝 統社会において大切だった祖先祭祀の
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儀礼 も大部分は消滅した。そ して 「名節」の日には,伝 統を嘲笑 うかのようにマージ

ャンによる賭博が中心行事となった。

　一方,急 激で大規模な経済変化のなかにあ りながら,根 本的に以前と変わらない部

分も少なくない。なかでも,人 間が生きていく上で最も大切な部分である食生活や言

語生活ではさほど大きな変化はないといえる。漢族の食事文化を採 り入れつつも自民

族の食習慣を堅持 し,同 民族同士で話 しをする場合には老いも若きも自民族の言語を

多用する。そ して,儒 教的伝統が廃れていくなかにあ りながら,年 長者を敬 う孝の精

神は本質的に変わっていない。朝鮮族は今,死 んだ者を供養するよりは生 きている親

を大事にすべきだと強調するようになった。

　女性について言えぽ,生 産性の向上により家畜の飼育を含む重い家事労働から解放

され,「1人 っ子政策」の下に子育ても楽になった。年寄 りのハルモニたちは新たに

老人協会を組織 し,集 団で旅行が楽 しめるまでになった。

　急激な社会変化のなかで精神的な寄 りどころを失った一部の人は,キ リス ト教を通

じて新 しい精神生活を獲得 した。さらに多くの人は,生 産性の向上により従来より倍

以上も長い余暇を手に入れた。 しか し人びとは果てしな く続 く退屈な時間と戦わねば

ならなくな り,暇 の消化に男たちは賭博や飲酒に明け暮れ,生 産性の向上により一旦

は実現 した富は砂漠の雨のごとく消えていった。

　家庭経済の崩壊に直面 した一部の農民は,借 金 して漬物や衣類の行商のために,ま

たは料理屋を経営する目的で都会を目指した。ある者は成功し,あ る者は金だけ使い

果たして帰還 した。借金すらできない家庭では,男 が建築現場にでも出掛けて働けぽ

良いのだが,農 業 しかやってこなかったかれらは,残 念ながら都会の孤独に耐.x得 る

精神力を備えていない。中国語を漢族ほど流暢に話せないという言葉上のハンディキ

ャップのほかに,漢 族に較べて職業選択の幅が狭いのも事実である。地元の漢族は農

業以外にもさまざまな副業を営んでいる。 ロバ ・タクシーを経営する者もいれぽ,埃

まみれになって建築現場で働 く者や慎ましく雑貨店を経営する者,馬 糞の粉を吸いな

がらた くましく露天商として一生を生き続ける者 もいる。それに対して朝鮮族男性は,

たとえ餓死 しても上に挙げたような仕事はしないだろうとい う。

　実際星火村では,調 査期間中に1人 の中年男がそうやって死を選んだ。家庭経済が

崩壊する寸前にあったにも拘わらず,男 が家を離れ ようとしなかったために,妻 が率

先 して都会のネオン街に足を踏み入れた。い くら妻か ら一般 レス トラソだから安心 し

てと言われても,男 のプライ ドはそれを許せなかった。妻が出掛けていった3日 目に,

男は大量の酒を飲み,悔 しさと幼い子ども2人 を残 して死んでいった。後 日聴いた話
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だが,そ の未亡人は今藩陽で或る韓国出稼ぎ帰還者(朝 鮮族)の 愛人になっていると

い う。

　異民族支配の社会において,エ スニック・マイノリティが職業選択の際に受ける制

約は多岐に亙 り,外 的なもののほかに内的なものも含まれる。内的制約はまず,エ ス

ニック ・マイノリティがもつ文化のなかにある。かれらが自民族の伝統を固守 してい

る限 り,自 民族文化の拘束から完全に抜け出す ことはできない。一例を挙げるなら,

朝鮮族にとって 「白丁」(賭殺業者)は 古 くか ら賎民と見倣されてきた。そのために,

今でも人間らしく振る舞 うことのできない者は 「白丁の仔」として罵倒される。 この

ような自文化の制約から,朝 鮮族は事実上自らの職業選択肢を減らしているのだ。 も

う1つ の内的制約は,エ スニック ・マイノリティが支配民族と同じ内容の職業技能を

備えていないことである。ここでは言語が大きな障碍となっている。朝鮮族農民の多

くは日常生活において主 として朝鮮語を使用 しているため,漢 族と同じ職業環境に置

かれると強い違和感をもち,な かには一生異文化に適応 しきれない者もいる。

　外的制約 とは言 うまでもなく支配民族から受ける制約である。エスニック・マイノ

リティへの差別や偏見は人類社会の隅々にまで浸透 している。程度の差こそあれ,民

族間に利害衝突がある度に,エ スニック ・マジョリティは自分たちの職業を優先 して

守ろうとエスニック・マイノリティを中心部から周辺へと追い遣 ってきた。

　第一次調査(1992年 夏)を 終>xる 段階まで,筆 者は対象社会をある程度静止した状

態で捉えようとした。つまり,こ れまでの多 くの人類学者によって書かれた民族誌 と

同じような叙述形式をとろうとした。だが調査が継続されるにつれ,同 時進行の社会

変化を調査する必要性に迫られた。対象社会は比較的短い調査期間中においても,絶

えず顕著な変化を続けていた。このようにフィール ドワークによって提示される社会

像は,対 象社会に関する社会的現実であると同時に,ま た時間的には調査時現在に属

する歴史的現実である。そこで調査者はしぼしぽ2つ 以上の異なった歴史的時点にお

ける調査結果を対比することによって,対 象社会の諸変化を捉えることになる。

　 第一次調査では,聞 き取 りや参与観察に基づ く諸調査を実施したにも拘わらず,日

常生活における村びとの不安な様相はほとんどみられなかった。というのは本論の冒

頭でも述べたように,そ の時点ではいかに して9ケ 月に及ぶ長い農閑期の暇を消化す

るかが村びとにとっての最大の課題だったからである。第一次調査ではたとえば以下

のような観察がなされた。

　　「川辺屯内の道を歩いていると,必 ずどこかの家でマージャンパイを掻き混ぜるジ

ャラジャラという音が聞こえてくる。それも毎 日数ケ所で大勢の人が遊んでいるので,
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いつ村を訪れても賭博の光景はみられる。……賭け金のない者は,横 で見物するか道

端に出ておしゃべ りをする。会話の中身といえば,各 地で多発する交通事故や強盗事

件の話,テ レビ番組におけるサ ッカーの話,親 戚訪問先の韓国から帰って来ただれか

れが裏 ビデオをもってきた話,あ るいはどこかへ出稼ぎにでも行こうかなどの話であ

る。そのほか,半 日も道端に座 り込んで将棋や囲碁をさした り,昼 間からだれかの家

で酒を飲んだ りして暇をつぶす者もいる。……マージャソをやらない女性たち(や る

者 も少なくない)は,洗 濯や炊事のほかにおしゃべ りを楽 しみながら編み物をしたり,

幼稚園に入園する前の子どもと遊んだ りする。そして夜 ともなれば,中 国語のわかる

中年以下の若い女性たちはテレビドラマをみた り,雑 誌や小説を読んだ りする。天気

のよい日には,広 い庭に集まってハルモニ(お ぽあさん)た ちと一緒にカセット・テー

プレコーダーから流れて くる音楽の リズムに合わせて流行のダソスを踊る。……村で

は,暇 な時間を消化することが仕事以上に大事であるような感 じさえ受ける。特に若

い男たちは,何 か刺激的なことをやって暇な時間をつぶさずには居られない様子であ

る。犬は以前では多くの家で飼われていたが,今 はまった く姿を消してしまった。朝

鮮族村に犬が1匹 た りとも残らな くなった理由は,若 者たちが暇つぶしに全部とって

食べてしまったからだと村びとたちは説明している。 このような状況の下では,北 屯

の若者たちが退屈なあま りに,石 ころを投げつけて目抜 き通 りの街路灯を全部つぶし

てしまったことについても,何 だか理解できなくはないような気がした。」

　 ところが,約 半年後(1993年 春)に 再び現地を訪れたときには,村 全体がそれまで

になかった緊張 した異様な雰囲気に包まれていた。村びとの動きにも,農 閑期に して

は随分慌ただ しい気配がみられた。具体的にはマージャンをやる人は明らかに減少し,

出稼ぎのために村を離れる人が急増 した。言 うなれぽ,集 団農業から家族単位の請負

制農業に移行(1983年)し て間もない頃は,生 産性の著しい向上により農民の生活は

短期間で大きく改善され,し ば らくは暇を持て余す時期が続いたものの,筆 者が2度

目の調査で現地を訪れたときには,暇 を持て余す現象はすでに最終段階を迎えていた

のである。

　近年の急激な経済成長に伴いt日 常生活における必需品の価格が急上昇したのに対

して米価格は一向に上がらず,農 民の貯蓄はとうとう底を突いてしまった。それに,

ここ数年は水不足に見舞われ,ほ とんど米だけを頼 りに暮 らしてきた朝鮮族農民の多

くは,伝 統的な稲作農業をやめて出稼ぎのために都市を目指す ようになった。そこで

現れたのが第1章3節 で取 りあげた 「出稼ぎブーム」(都市部におけるキムチ商売,

国内 ・国外の韓国系企業における奉公,都 市部における朝鮮料理屋の経営)で ある。
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　改革開放後に現れた急激な生業構造の変化により,朝 鮮族農民の生活はさらに大き

く変わろ うとしている。異民族社会のなかで,こ れまでは主として農業生産だけに従

事 してきたが,近 年では農業生産を放棄し,都 市へ出かけていった家族員の後を追い,

家族全員で農村を離れるケースも増えている。やがてかれらは都市の朝鮮族同様,子

どもの語学教育をは じめとする少数民族 としてのさまざまな心理的葛藤を経験 しつ

つ,い かに異民族社会に再適応 してい くかで試行錯誤するであろ う。
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教授 と松山利夫教授か ら繰 り返 し丁寧な ご指導 を承 った。合わせて感謝 申 し上げたい。
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